
提 供 日 2024/01/16

タイトル 静岡がん会議2023「超高齢社会に備えて～高齢者がん
医療とケア・地域のあり方～」の開催

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

静岡がん会議2023
「超高齢社会に備えて　～高齢者がん医療とケア・地域のあり方～」

静岡県立静岡がんセンター
　静岡県健康福祉部・静岡県経済産業部

公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構　ファルマバレーセンター

　国の第４期がん対策推進基本計画（令和5年３月　閣議決定）において、「がん医療」については １医療提供体制、２希少がん等対策、３
小児・AYA世代のがん対策、４高齢者のがん対策、５医療技術等の速やかな実装を大きな柱と位置付けています。
　これまで、静岡がんセンターは、ファルマバレープロジェクトと車の両輪のごとく様々な課題に取り組み、地域の発展の大きな推進力と
なってきました。本年のがん会議では、これまでの実績を礎として、２１年目にあたり、国の計画の柱の一つでもある、がん患者のマジョリ
ティーを構成する高齢者への治療やケア・生活に焦点をあて、最新の知見について議論いたします。特に、ファルマバレープロジェクトが進
める医療田園都市構想の実現のため、高齢者の理想郷づくりをテーマにした第２部では、がんになってもその人らしく生活していくことがで
きる地域のあり方や技術についても“きらり輝く”情報を併せて発信していきます。

【静岡がん会議２０２３開催概要】

1 日　　　時 　2024年3月2日（土）午前10時30分～午後４時25分
2 場　　　所 　静岡がんセンター研究所　しおさいホール（駿東郡長泉町下長窪1007番地）
3 主　　　催 　静岡県立静岡がんセンター、静岡県健康福祉部・静岡県経済産業部、公益財団

　法人ふじのくに医療城下町推進機構ファルマバレーセンター
4 プログラム 　「静岡がん会議2023プログラム」を参照
5 参加対象者 　一般県民、医療・保健・福祉関係者、行政関係者、企業、研究者及び金融機関等
6 定　　　員 　150名（先着順）
7 参　加　費 　無料
８ お 申 込 み 　事前申込制。申込期限：2月22日(木)

　・申込方法　下記のいずれかの方法でお申込みください。
　1.ホームページの申込みフォーム　2.FAX（FAX番号：055-989-5713）

9 ホームページ 　https://www.scchr.jp/press/shizuokacancerconference2023.html  
10 お問い合わせ 　【静岡がん会議2023事務局】

　静岡がんセンター　疾病管理センター（担当：横山、小澤、鈴木）
　TEL 055-989-5222(内線3296) /FAX 055-989-5713/
　E-mail:gansogo@scchr.jp

静岡がん会議2023プログラム

時　　間 分 内　　容 講　　師
10:30 - 開会
10:30～10:40 10 主催者挨拶 静岡県知事　川勝 平太

10:40～10:50 10 実行委員長挨拶
静岡がんセンター　
総長　上坂 克彦

10:50～11:20 30
基調講演１
がんと高齢化がもたらす課題への取組
～第4次がん対策推進基本計画を踏まえて～

厚生労働省
健康・生活衛生局
がん・疾病対策課
課長　西嶋 康浩

11:20～11:50 30
基調講演２
高齢者がん診療ガイドライン２０２２作成の経験から

埼玉医科大学国際医療セ
ンター乳腺腫瘍科　
教授　石黒 洋

11:50～12:50 60 昼休憩

第１部 : 高齢者のがん治療とサバイバー支援

12:50～13:05 15 講演１
高齢者にも安全ながん外科治療の開発

静岡がんセンター
副院長　寺島 雅典

13:05～13:20 
15

講演２
高齢者の生活を支えるがん内科治療

静岡がんセンター
呼吸器内科
医長　内藤 立暁

13:20～13:35 15 講演３
高齢者のがん治療におけるスクリーニングと患者支援

静岡がんセンター
患者家族支援センター外
来患者支援室
副看護師長　福﨑 真実

13:35～13:40  5 休憩

13:40～13:55 15
講演４
がんとの共生　がんになってもその人らしく～支持療
法・アピアランスケアのすすめ～

静岡がんセンター
副看護部長　中島 和子

13:55～14:25 30

講演５
高齢者のがん治療におけるリハビリテーション診療の
役割
～Exercise oncologyとサバイバー支援～

慶応義塾大学医学部リハ
ビリテーション医学教室
教授　辻 哲也

14:25～14:35 10 第１部　質疑応答

14:35～14:45 10 休憩

https://www.scchr.jp/press/shizuokacancerconference2023.html
mailto:gansogo@scchr.jp


提 供 日 2024/01/16

タイトル 除草作業を一切行わない、有機水田農業経営の「抑
草」技術を学ぶ研究会の開催

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 農産環境班　武藤

TEL 054-221-2689

　　　　　第２回みどりの食料システム戦略推進研究会の開催

～除草作業を一切行わない、有機水田農業経営の「抑草」技術～

「みどりの食料システム戦略」を推進するため、自治体・ＪＡ等の関係者を対象とした研究会を開催します。

今回は、労働負担が大きい水稲の雑草対策について、水田で抑草技術を組み込み有機農業を実践している生産者を招き、その技術
について理解を深めます。

１　日時　令和６年１月17日（水）午後２時から４時

２　場所　藤枝市浄化センター会議室（藤枝市城南３－２－１） 
　　　　　（オンラインとのハイブリッド方式）

３　内容

（１）講演　「除草作業一切無しの水田稲作を実現する抑草技術」
　　　　講師：NPO民間稲作研究所理事長　舘野廣幸氏　

（２）講師との意見交換（司会　SOW吉田茂）
（３）参集範囲　県内生産者、ＪＡ営農指導員、自治体職員、県農林事務所職員等

（４）主催　静岡県、ＪＡ静岡中央会、
　　　　　　藤枝市オーガニックシティ推進協議会（藤枝市）
　　　　　　ＮＰＯ法人しずおかオーガニックウェブ（ＳＯＷ）

■■NPO民間稲作研究所について■■
　ＮＰＯ法人民間稲作研究所（https://www.inasaku.org/about）は設立から３０年間無除草による有機稲作の研究・普及に取り
組んでいる。当研究所の指導により、千葉県いすみ市では取り組み１年目の生産者も有機栽培に成功し、学校給食のお米を全量有
機米に転換している。

■■みどりの食料システム戦略とは■■
　持続可能な食料システムの構築に向け、中長期的な観点から、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の取組とカーボンニュー
トラル等の環境負荷軽減のイノベーションを推進するため、国が令和３年５月に策定した。

＜当日取材時のお願い＞
・ 当日は、直接会場にお越しください。

https://www.inasaku.org/about


提 供 日 2024/01/16

タイトル 令和５年度静岡県農業経営士等認定式の開催

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 革新支援班

TEL 054-221-2669

令和５年度静岡県農業経営士等認定式を開催します。

〈要旨〉
　「令和５年度静岡県農業経営士・青年農業士・指導漁業士・青年漁業士・青年林業士・農山漁村ときめき女性認定式」を開催
し、地域における農林漁業の推進や後継者の育成などの指導的役割を担っている方を農業経営士等に認定し、知事が認定証書を授
与します。
　今年度は36人の方を認定します。

１　日    時　　令和６年1月23日（火）午前10時30分から午前11時30分まで

２　場    所　　県庁西館４階第一会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　主 催 者　  静岡県

４　出 席 者　  認定者:36人　　来賓:19人　　県関係:26人　　合計:81人
 
５　主な来賓　　静岡県農業協同組合中央会代表理事会長
　　　　　　　　静岡県漁業協同組合連合会代表理事会長
　　　　　　　　静岡県森林組合連合会代表理事会長
〈参考〉

認定項目 創設
年度 称号の説明 今回

認定数

Ｒ４年度まで
の認定数
（現計※）

農業経営士 昭和
44年

地域の農業者の目標像となり、農業後継者の
育成に指導的役割を果たしている者

11人 832人
（255人）

青年農業士 昭和
53年

地域農業の推進者として次代を担う者 ９人 1063人
（108人）

指導漁業士
昭和
61年

優れた漁業者の育成や後継者の確保に
指導的役割を果たしている者 ２人

149人
（72人）

青年漁業士
昭和
61年 地域漁業の中核として活動している者 ５人

135人
（28人）

青年林業士 平成
17年

意欲的に林業経営を行い地域のリーダーとし
て活躍している者 １人 22人

（4人）

農山漁村
ときめき女性

平成
６年

農山漁村の中で優れた技術や感性を持ち、
指導的役割を果たしている女性

８人 487人
（85人）

※令和５年４月1日時点



提 供 日 2024/01/16

タイトル 地理的表示「静岡（清酒）」のロゴマーク決定！静岡
県酒造協同組合が知事を表敬訪問します。

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

地理的表示「静岡（清酒）」のロゴマーク決定！

静岡県酒造協同組合が知事を表敬訪問します。

（要旨）

　令和５年11月30日付けで国税庁長官から地理的表示（ＧＩ）の指定を受けた本県清酒のロゴマークが決定しました。

　静岡県酒造組合が知事を表敬訪問し、ロゴマークを披露するとともに、今後に向けた意気込みを語ります。

（内容）

１　日時・場所

　　日時：令和６年１月17日（水）午前11時から11時20分まで

　　場所：県庁東館５階　知事室

２　訪問者（敬称略）

　・静岡県酒造協同組合　理事長　望月　正隆（もちづき　まさたか）

　　　　　　　　　　　　副理事長　清　信一（せい　しんいち）

　　　　　　　　　　　　事務局長　服部　康宏（はっとり　やすひろ）

３　内　容

　・指定報告、ロゴマーク公表、記念撮影

　・訪問者紹介　

　・懇談



提 供 日 2024/01/16

タイトル 首都圏量販店「ヤオコー」で第１回「頂フェア」開催
します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

首都圏量販店「ヤオコー」で第１回「頂フェア」開催します！

（要　旨）

・県は、県産品のブランド力の向上と供給力拡大を目指し、JA静岡経済連と連携し、首都圏量販店「ヤオコー」の旗艦店舗において、第１

回「頂フェア」を開催します。

（概　要）

１　第１回「頂フェア」の開催概要

区　分 内　　　容

開催日 令和６年１月20日（土）、21日（日）

店　　　舗　
　　

ヤオコー旗艦店10店舗

埼玉県（蕨錦町店、和光丸山台店、川越南古谷店、川越的場店、浦和パ

ルコ店）、千葉県（南流山店、新浦安店）、東京都（青梅今寺店、東大和

店）、神奈川県（小田原ダイナシティ店）

販 売 品 目

頂（しずおか食セレクション）を中心に販売。
セルリー、ミニトマト、大玉トマト、アメーラトマト、レタス、芽キャベツ、新玉ね
ぎ、サラダ菜、エシャレット、いちご、みかん等

※販売品目は予告なく変更となる可能性があります。

「頂」のＰＲ ・富士山オブジェの展示等、売り場を総合演出
・頂のボード、紹介動画、小POP、レシピカード、販促員を店舗に設置
・購入者景品として頂マークが入ったマグネットを配布

２　参考（(株)ヤオコーの概要）

事業内容 スーパーマーケット事業
創業・会社設立 明治23年・昭和32年７月
店舗数＜連結＞ 199店舗（令和５年３月末時点）



提 供 日 2024/01/16

タイトル スタートアップ支援ネットワーク「ふじのく
に“SEAs”」会員の募集開始

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

　全県をカバーする総合的なスタートアップ支援体制の構築を目指し、スタートアップ支援に係る様々なプレイヤーを結ぶネットワーク「ふ
じのくに“SEAs”」を設置します。
　参画いただける企業・団体等の皆様を募集します。

１　ふじのくに“SEAs”の概要

名称 ふじのくに“SEAs”（Startup Encourage Associations）

設置目的
スタートアップ又はスタートアップ型の起業を目指す者の支援を目的とし、会
員同士の情報交換等を通じて関係者間の連携を強めることで全県をカバーする
支援ネットワークを構築する

運営主体 県（SHIP）が事務局となり運営 

募集する
 会員 

スタートアップ支援を実施している又はスタートアップとつながりたい企業・
団体で、設立趣旨に賛同する者 
［産］地元企業、商工会・商工会議所、産業支援機関 
［学］県内大学・高校、学生支援団体
［官］県内市町、国機関、外郭団体
［金］銀行・信用金庫、VC、エンジェル投資家　など 

活動内容

・ワンストップ相談窓口（SHIP）や県内スタートアップ支援施設等に
　寄せられたスタートアップの課題に対する支援 
・スタートアップの成長に向けた伴走支援
・会員間の交流、情報共有　など 

会費 無料

申込方法

1月16日（火）から、ふじのくに電子申請サービスで受付開始
URL：https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=10869

２　キックオフイベントの実施
「ふじのくに“SEAs”」の設置を記念して、キックオフイベントを開催します。

日時 令和６年２月15日（木）　15:00～17:00

会場 クーポール会館　5階（静岡市葵区紺屋町2-2） 

プログラム
（予定）

・開会挨拶
・静岡県スタートアップ支援戦略等の紹介
・基調講演「スタートアップの挑戦と支援の力」
　株式会社ソーシャルインテリア　代表取締役　町野　健　氏
・ビジネスプランコンテストWAVES　ファイナリスト紹介
・交流会

 参加申込 上記会員申込ページからイベントの参加申し込みができます。

※プログラムの内容は、変更される場合があります。

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=10869


提 供 日 2024/01/16

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月16日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第82報（１月15日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 下田市 82 6 1 15 4 4 1月15日
2 小学校 賀茂郡東伊豆町 145 8 1 24 14 14 1月16日 ～ 1月1
3 高等学校 沼津市 708 29 29 708 157 157 1月15日 ～ 1月1

1 34 16 16 1月15日 ～ 1月1
1 35 9 9 1月15日 ～ 1月1
1 31 8 8 1月15日 ～ 1月1

4 中学校 三島市 636 23

1 32 14 14 1月15日 ～ 1月1
5 小学校 富士宮市 524 23 1 35 9 8 1月16日 ～ 1月1

1 34 13 13 1月16日 ～ 1月1
6 小学校 湖西市 699 27

1 32 13 13 1月13日 ～ 1月1
7 中学校 浜松市浜名区 336 13 1 28 8 8 1月16日 ～ 1月1
8 小学校 浜松市中央区 392 14 1 34 8 8 1月16日 ～ 1月1
9 小学校 浜松市中央区 990 32 1 33 20 20 1月16日 ～ 1月1

1 25 10 10 1月16日 ～ 1月1
10 小学校 浜松市天竜区 275 13

1 25 11 11 1月16日 ～ 1月1
本日合計 １高等学校、２中学校、７小学校 43 1,125 314 313

７８８施設
本日までの累

計（実数） （ ８８高等学校、　１９６中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、
８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

3,696 105,781 33,832 31,378

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/16

タイトル 今年度下半期分の「静岡県子ども食堂物価高騰対策支
援金」の申請受付を開始します!!

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

今年度下半期分の「静岡県⼦ども⾷堂物価⾼騰対策⽀援⾦」の
申請受付を開始します!!

　⾷材費等の物価⾼騰に伴う⼦ども⾷堂の負担軽減のため、継続して運営している⼦ども⾷堂に対して、今年度上半期分に引き続き、⽀援⾦を交
付します。

１　対象となる者
　静岡県内で⼦ども⾷堂を運営し、令和５年10⽉１⽇から令和６年１⽉31⽇までの間で、計２回以上の開催実績がある個人、団体（法人⼜
は任意団体）。

２　交付額
　⼦ども⾷堂１か所につき、開催回数に応じて定額で交付します。

区分 開催回数（令和５年10⽉１⽇から令和６年１⽉31⽇） 交付額
Ａ  合計16回以上（平均︓⽉４回以上） 6万5千円
Ｂ  合計8回以上16回未満（平均︓⽉２回以上４回未満） ４万円
C  合計2回以上8回未満（平均︓２か⽉に１回以上⽉２回未満） ２万円

３　申請期限
　令和６年２⽉29⽇(木)（※郵送の場合は当⽇消印有効）

４　申請書類の入手方法
　県こども家庭課ホームページからダウンロードできます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040717/1049537.html

５　申請・問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追⼿町９番６号
　静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課ひとり親⽀援班
　TEL︓054(221)2365　FAX︓054(221)3521
　E-mail︓kokatei@pref.shizuoka.lg.jp

＜参考＞子ども食堂
　無料⼜は低額な料⾦で地域の⼦どもを対象に⾏う活動であって、⾷事の提供を⾏う「⼦どもの居場所」を⾔います。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040717/1049537.html


提 供 日 2024/01/16

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第８報】（１月16日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第７報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3
能登医療圏活動拠点本部 （ 公立能登総合病院内 （ 七尾市 ））、七尾
市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
 （ 活動終了 ） 静岡医療センター 4人 1/11～1/15

 三島総合病院 5 人 1/17 ～1/21

 富士市立中央病院 5 人 1/17 ～1/21

 静岡市立清水病院 5 人 1/17 ～1/21

 中東遠総合医療 センター 4 人 1/17 ～1/21

 第 ５ 次隊 　23 人
 （ 派遣決定 ）

 総合病院聖隷三方原病院 4 人 1/17 ～1/21

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣



　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣予定
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の被
　　　　災地へ派遣
　　　・今後も新たなチームを継続して派遣する予定（現在調整中２チーム）
　　　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録を
　　　　要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　　　・ ＪＭＡＴ 本部 （ 日本医師会 ） の 指示 により 、 今後 、 能登半島地方 に 加 え 、
　　　　 金沢市以南 の 避難所 （ いわゆる1.5 次避難所 、 ２ 次避難所 ） を 支援 するため
　　　　 の 活動 も 計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日)
３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登総合病院を拠点として、
穴水町内にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/15 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動中） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（派遣決定） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣
　　　　（47都道府県看護協会中17団体に要請）

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 調整中

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣



　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

第３陣以降も派遣を継続（派遣期間は１か月を目途）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請有

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー



　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける。

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～3/29 富山県

新潟県支部 1/ 9～6/28 新潟県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県

富山県 1/ 5～3/29 富山県

新潟県 1/ 9～6/28 新潟県
共同募金会

中央 1/ 5～6/28 石川県、富山県、新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

　　　注：助成応募受付は、1月中旬からを予定

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　 エ 　 生活福祉資金 の 状況
　　　 ・ 静岡県社協 は 、 被災 した 世帯 への 生活福祉資金 （ 緊急小口資金 ） 特例貸付
　　　　 の 受付 を 開始

 受付期間  受付場所

1/15 （ 月 ）～ 未定  各市町社協窓口



提 供 日 2024/01/16

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第６報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

　１　要　旨
　　　令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、現在、緊急消防援
   助隊静岡県大隊（第５陣）が被災地において、救助活動等に従事している。
　　　令和６年１月16日（火）には、第６陣が被災地に向けて出動し、第５陣と交代して、１月
　 17日から継続して救助活動等に従事する。

  ２　派遣概要

　 （1）緊急消防援助隊静岡県大隊（第６陣）
　○日　　  時　令和６年１月16日（火）13時出動
　○派遣場所　石川県珠洲市
　○派 遣  隊　64隊　206名　(速報値)

  　（内　訳） ・指 揮  隊：１隊５名
　　　　　  　  ・消火小隊：18隊76名
　　　　　 　   ・救助小隊：７隊30名
　　　　　 　   ・救急小隊：14隊42名
　　　　　　    ・後方支援隊：23隊50名
　　　　　　    ・特殊装備小隊：１隊３名

 ○活動内容　被災者の捜索・救助活動及び搬送支援活動等
 ○活動予定　(第５陣までの派遣状況は別紙に記載)

  １月17日～　静岡県大隊（第５陣）と交代して活動開始予定

   （2）航空小隊（第３陣）　
 ○日　  　時　令和６年１月17日（水）７時出動（予定）
 ○派遣場所　小松空港
 ○派 遣  隊 　１隊６名
 ○活動内容　消防ヘリコプターによる物資搬送及び救急搬送等の実施



提 供 日 2024/01/16

タイトル 【第５報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１
月16日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

 ※ 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）
　　（※　支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

222 人 第５陣静岡県大隊　67隊

 第 ６ 陣  珠洲市  １ 月17 日 から
 １ 月20 日

206 人  第 ６ 陣静岡県大隊 　64 隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

 航空小隊
 第 ３ 陣

 石川県内  １ 月17 日 から  ６ 人  浜松市消防局  １ 隊

航空指揮支援隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月18日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊



広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 ヘリコプター

特別機動捜査隊 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

災害派遣医療チーム
（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ８病院
・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ２病院
・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター



 第 ５ 次隊 　  石川中央
 活動拠点
 本部 、
 輪島市保
 健医療福
 祉調整本
 部

 １ 月17 日 か
 ら １ 月21 日

23 人  ５ 病院
 ・ 三島総合病院
 ・ 富士市立中央病院
 ・ 静岡市立清水病院
 ・ 中東遠総合医療 センター
 ・ 総合病院聖隷三方原病院

日本赤十字社
静岡県支部

第１班 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月８日か
ら１月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

第２班 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月15日か
ら１月17日

７人 日本赤十字社　 浜松赤十字病院

日赤災害医療
コーディネート
チーム（第１班）

珠洲市健
康増進セ
ンター

１月12日か
ら１月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名
で構成

日本医師会災害
医療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合
病院・穴水
町

１月10日か
ら１月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、事務１名を基
本構成（他の医療関係職も加えて活
動予定）

 第 ２ 陣  能登総合
 病院 ・ 穴水
 町

1 月19 日 か
 ら １ 月21 日

 ３ 人  静岡県医師会
 医師1 人 、 看護師1 人 、 事務員 １ 人

災害派遣精神医
療チーム（DPAT）

第１次隊 志賀町ほ
か

１月３日か
ら１月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 志賀町ほ
か

１月７日か
ら１月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 志賀町ほ
か

１月12日か
ら１月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊 志賀町ほ
か

１月18日か
ら１月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

ドクターヘリ 石川県内 １月４日か
ら１月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

災害支援ナース
第１陣 珠洲市ほ

か
1月12日か
ら15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人



第２陣 珠洲市ほか 1月15日から
18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣
（第１陣）

能登地方 １月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日から１

月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日から１
月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日から１
月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

石川県内 １月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３名
（うち県職員１名）

日本災害リハビリ
テーション支援チー
ム（JRAT）（第１陣）

石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・
七尾市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、作業療法
士、相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日から１
月19日

３人 同上



災害マネジメント支援
チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から１
月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日から１
月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日から１
月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

 第 ４ 陣  穴水町  １ 月16 日 から １
 月24 日

 ４ 人  県職員 ４ 人
 総括支援員
 ・ 松浦隆典
 支援員
 ・ 杉山徹 、 佐野豪人 、 東原洋規 、 武士俣 
 海斗

被災建築物の応急
危険度判定支援

第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日から１
月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

 第 ４ 陣 （ 県 ）  穴水町
 ほか 未定

 １ 月17 日 から １
 月19 日

 ４ 人  建築士等 の 県職員判定士
 市職員 による 支援 も 別途実施
 （ 静岡市 、 焼津市 、 沼津市 、 富士宮市 、
 富士市 ）

下水道管路被害の
調査

中能登町 １月８日から１
月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、
袋井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

漁港関係施設被害
の調査

石川県内
漁港

１月16日から１
月22日

２人 県職員２人



住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、
西伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小
山町　各２人）

トイレトラック等派遣　 穴水町 １月９日から当
分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月 ６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用す
る。



提 供 日 2024/01/16

タイトル 北方領土元島民3世（県内在住）による講演や元島民
2世が代表の団体によるマットプロレスを実施
～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3254

北方領土元島民3世（県内在住）による講演や
元島民2世が代表の団体によるマットプロレスを実施
～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

１　要　旨
　・北方領土返還要求静岡県民会議（県内61団体で構成）は、２月７日の「北方領土の日」を前に、北方領土の早期返還についての県民の理
解と関心を高めるため「北方領土返還要求静岡県民大会」を、静岡市内で開催します。
　・なお、県民大会は、昭和57年度の第１回以降、今回が42回目となります。

２　概　要

日　時  令和６年１月19日（金）　13時30分～15時45分

会　場
 静岡市民文化会館　大会議室
（静岡市葵区駿府町２番90号）

主催者  北方領土返還要求静岡県民会議

参加者  一般県民、北方領土返還要求静岡県民会議構成団体関係者等

内　容

北方領土返還要求運動標語入選作品の表彰
入選者（県内の小・中学生等）に表彰状及び記念品を授与します。
令和５年度東海・北陸ブロック中学生のつどい参加報告
同つどいに参加した富士市・富士宮市の中学生が発表を行います。
講演会「今、私にできること」
講師：元島民３世　七星（ななせ）様
マットプロレス実演
プロレスリング・シークレットベース所属選手によるバトルロイヤル

＜参考＞北方領土返還要求静岡県民会議について
 北方領土の返還を求める運動を推進するため、昭和57年４月に、県を含む県内の様々な団体が参加して結成。政府（内閣府）などと連携し
て、県内各地で北方領土返還に関する啓発活動を展開している。



提 供 日 2024/01/17

タイトル 県立高校の在り方に係る地域協議会（清庵地区）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 静岡県教育委員会　高校教育課　学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

第１回県立高等学校の在り方に係る
地域協議会（清庵地区）を開催します

  教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の
在り方について、改めて検討することとしました。
　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第１回の「県立高等学校の
在り方に係る地域協議会（清庵地区）」を開催します。
　
●日　時　令和６年１月24日（水）午前10時から12時まで

●場　所　静岡市役所清水庁舎　３階第一会議室（静岡市清水区旭町６-８）

●参加者　・静岡市副市長、教育長
　　　　　　　・ＰＴＡ会長、産業界代表、関係団体会長
　　　　　　　・県教育長　他
　　　　　　　（オブザーバー）
　　　　　　　・地区内の小中学校の代表校長、県立高等学校長

●情報共有事項
　　・「県立高校の在り方に係る地域協議会の設立について」
　  ・「清庵地区の現状」

●協議事項
　　・「清庵地区における今後の県立高校の在り方について」

・取材を希望する方は１月23日（火）正午までに下記へ御連絡ください。
・問合せ先　静岡県教育委員会 高校教育課 学校づくり推進班
　　　　　　　　電話　054-221-3147

                                                      　「有徳の人づくり」を進めています。
                                                           静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/01/17

タイトル 令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施
状況（合格者数等）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況
（合格者数等）

　令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の結果について、下記のとおり
お知らせします。

記

１　入学者選抜の結果
　(1) 静岡県立清水南高等学校中等部
　　　・募集定員：　１０５人
　　　・志願者数：　１５６人
　　　・受検者数：　１５５人
　　　・合格者数：　１０５人
　　　・実質倍率：　１．４８倍（小数第３位を四捨五入）

　(2) 静岡県立浜松西高等学校中等部
　　　・募集定員：　１４０人
　　　・志願者数：　３７５人
　　　・受検者数：　３７５人
　　　・合格者数：　１４０人
　　　・実質倍率：　２．６８倍（小数第３位を四捨五入）

２　選抜結果の通知
　　選抜結果の通知は、本日（令和６年１月17日（水））、各県立高等学校中等部
　校長から受検者本人及び受検者の在籍する小学校長に郵送にて通知しました。

３　入学式の日程
　　令和６年度の両校の入学式を、次のように予定しています。
　　・静岡県立清水南高等学校中等部　令和６年４月５日（金）
　　・静岡県立浜松西高等学校中等部　令和６年４月９日（火）

「有徳の人づくり」を進めています
　静　岡　県　教　育　委　員　会

　



提 供 日 2024/01/17

タイトル 令和6年能登半島地震で発生した下水道被害に対する支
援

担　　当 交通基盤部 都市局生活排水課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2721

１　要　旨
 (1) 能登半島地震の発生に伴い、令和６年１月８日（月）から１月11日（木）まで支援の
　　第１陣として一次調査の活動に従事した職員が帰静した。
 (2) 令和６年１月21日（日）から１月28日（日）まで第２陣として静岡県職員２名を派遣
　　し、二次調査に従事する。

２　第１陣の支援内容（一次調査）
 (1）日　　時　令和６年１月８日（月）から令和６年１月11日（木）
 (2）派遣場所　石川県中能登町
 (3）派遣要員　８名：４名×２班（県・市合わせて、政令市を除く）
　　　　 　　　 （内　訳）
                  ・静岡県：３名
　　　　　　　　　・市町：沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、袋井市　各１名
 (4) 活動内容　・マンホールの蓋を開け、内部を点検（マンホールには入らず、路上から
　　　　　　　　 の確認）
　　　　　　　 ・損傷がある場合は、調査記録表へ損傷内容を記載し写真撮影
　　　　　　　 ・調査後、前線基地にて記録表の整理及び日報の作成
 (5) 調査実績　【静岡１班】
　　　　　　　　　　調査延長　19.13ｋｍ
　　　　　　　　　　調査スパン　615箇所
　　　　　　　　　　　うち二次調査が必要な延長　6.08km
　　　　　　　　　　　うち二次調査が必要なスパン　201箇所
　　　　　　　　　　　満管となりマンホールから汚水が溢れそうな箇所が数多くあった
　　　　　　　 【静岡２班】
　　　　　　　　　　調査延長　38.9ｋｍ
　　　　　　　　　　調査スパン　1293箇所
　　　　　　　　　　　うち二次調査が必要な延長　　　0km
　　　　　　　　　　　うち二次調査が必要なスパン　　0箇所

３　第２陣の派遣概要（二次調査）
 (1) 日　　時　令和６年１月２１日（日）から令和６年１月２８日（日）
 (2) 派遣場所　石川県かほく市
 (3) 派遣要員  ２名：２名×１班
　　　　 　　　 （内　訳）
　　　　　　　　　静岡県：２名
　　　　　　　　（調整した結果、今回は市町からの派遣はなし）
 (4) 活動内容　下水道管路施設の本復旧設計に必要となる管渠内の詳細な被害状況確認
              （TVカメラ調査や潜行目視調査の実施）
　　　　　　　　（公社）日本下水道管路管理業協会と共同で行う
　　　　　　　　

(参考)これまでの派遣状況は別紙に記載



提 供 日 2024/01/17

タイトル 令和５年度静岡県水産振興審議会の開催

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連 絡 先 水産振興班

TEL 054-221-2744

静岡県水産振興審議会の開催について

○概要
　令和５年度静岡県水産振興審議会を開催し、下記により外部委員に審議いただきます。

記

１　日時
　　令和６年１月25日（木）　午後１時30分から４時00分まで

２　場所
　　静岡県庁別館９階　特別第２会議室　（オンライン併用）

３　出席者
　　委　員　業界関係者、学識経験者など　16名
　　静岡県　農林水産担当部長、水産・海洋局長など　10名程度
　　　　
４　議題
　＜審議事項＞
　　・会長及び副会長、職務代理者の選出
　　・令和５年度水産施策の進捗及び実施状況について
　＜その他＞
　　・海業及び水産業のデジタル化の取組について

５　傍聴について
傍聴可能人数 先着５名

受付時間 午後１時00分から１時20分まで
注意事項 ・係員の指示に従い、入場してください。

・体調のすぐれない方の来場はお控えください。



提 供 日 2024/01/17

タイトル 1月21日（日）～静岡県の食文化シンポジウム開催～

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 地域農業班　中村

TEL 054-221-2626

1月21日（日）～静岡県の食文化シンポジウム開催～

温暖な気候と豊かな自然が生み出す、農林水産物がいっぱいの静岡県。
そんな多彩で高品質な素材を活かした食を推進するため、「伝統的な食」である“発酵食品”をテーマに開催します。

　
１　概要

　(1)日　　　時    令和６年１月21日（日）　午後１時15分から午後４時
　(2)会  　　場    JR静岡駅ビル内 パルシェ7F　第1会議室（静岡市葵区黒金町49）
　(3)講演内容　　

演題             　　　　　　　　　　　講師
発酵食品の種類と
効果について

東京農業大学 応用生物科学部　醸造科学科　
教授　前橋 健二氏

発酵食品の作り方 発酵ごはん料理教室　円居madoi(静岡市)
代表　発酵スペシャリスト　辻村 円氏

２　主催

　　静岡県

３　参加者

　　約100人（食育実践者、教育・行政関係者他）

４　問合せ

経済産業部農業局食と農の振興課　地域農業班
電話　054-221-2６２６
E-mail　chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp

５　ホームページ　

　　検索サイトで「静岡県の食文化シンポジウム」と検索

静岡県ホームページＩＤ1058919で検索
ＵＲＬ：https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040855/1058919.html

＜当日取材時のお願い＞
・ 当日は、受付にお越しください。
・ 登壇者への取材等は終了後にお願いします。
・ 手洗い、手指消毒等、感染防止策にご協力をお願いします。

mailto:chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040855/1058919.html


提 供 日 2024/01/17

タイトル トップレベルICT人材育成「課題解決ブートキャンプ」
参加者を募集します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

トップレベルICT人材育成「課題解決ブートキャンプ」参加者を募集します！

１　要旨
コロナ禍による急速なデジタル化の流れに対応し、地域経済の持続的な成長を実現するためには、デジタル技術を活用し、新た

な価値の創造や生産性の向上などイノベーション創出に取り組む必要があります。
　本県では、これらの課題を解決するトップレベルICT人材の確保・育成のため、令和４年度から「デジタル・イノベーション人
材育成プログラム」を開始しました。
　本年度は昨年度に引き続き、第２期として講座を開催しており、その一環として実施する「課題解決ブートキャンプ」の参加者
を募集いたします。

２　概要
区　分 内　容

開催日時 令和６年２月24日（土）9:30-19:00

場　　所
静岡県産業経済会館　第１会議室（静岡市葵区追手町44-1） 
※オンライン配信はございません。

対　　象 静岡県内に在住、在勤、在学の社会人または学生  

定　　員 15人（定員を超える場合は抽選）
参 加 費 無料

概　　要

・静岡県内にある様々な課題をテーマに、新たな価値を生み出す仕組みを
実践的に学ぶ、リアル会場でのワークショップです。

・ICT領域をはじめ、経営学や事業創造領域等の知識を組み合わせ、新た
な価値を生み出す仕組みを実践的に学ぶことができます。

・デジタル・イノベーション人材育成プログラム受講生と、新たに御参加
いただく15人による、合同でのワークショップを予定しております。

応募方法 https://boot-camp-202402.peatix.com
※令和６年２月２日（金）23時59分までに、応募フォームからお申込みください。

　運 営 者 株式会社エル・ティー・エス
※当日連絡先：鈴木(070-3196-1078)

＜参考＞　「デジタル・イノベーション人材育成プログラム」について
　様々なデジタル技術（AI、情報セキュリティ等）、経営学やイノベーションの専門家を講師として招き、基礎編から実践編まで
幅広く学ぶことでトップレベルICT人材の育成を目指すプログラムです。
https://ship-shizuoka.jp/2023/06/28/613/（今年度の募集は終了しています。）

https://boot-camp-202402.peatix.com
https://ship-shizuoka.jp/2023/06/28/613/


提 供 日 2024/01/17

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月17日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第83報（１月16日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

5 130 28 28 1月16日 ～ 1月1
1 中学校 下田市 416 15

5 140 49 49 1月16日 ～ 1月1
2 小学校 賀茂郡東伊豆町 145 8 1 18 6 6 1月16日 ～ 1月1
3 小学校 沼津市 239 12 1 19 14 5 1月16日 ～ 1月1
4 小学校 御殿場市 980 36 1 31 9 9 1月16日 ～ 1月1
5 高等学校 富士宮市 593 17 1 41 7 7 1月17日 ～ 1月1
6 中学校 富士市 358 12 1 33 10 10 1月16日 ～ 1月1
7 中学校 富士宮市 123 7 1 20 8 7 1月17日 ～ 1月1

1 27 11 11 1月16日 ～ 1月1
8 小学校 富士市 496 19

3 82 23 21 1月16日 ～ 1月1
9 小学校 静岡市清水区 468 18 1 29 12 11 1月15日 ～ 1月1
10 小学校 焼津市 711 27 1 28 10 10 1月16日 ～ 1月1
11 小学校 焼津市 331 15 1 26 10 10 1月16日 ～ 1月1
12 小学校 磐田市 810 30 1 33 9 8 1月16日 ～ 1月1
13 小学校 掛川市 171 7 1 31 9 9 1月16日 ～ 1月1
14 高等学校 浜松市中央区 1035 29 1 36 10 10 1月16日 ～ 1月1
15 中学校 浜松市中央区 365 13 1 32 11 11 1月17日 ～ 1月1
16 小学校 浜松市中央区 637 25 1 30 9 9 1月16日 ～ 1月1
17 小学校 浜松市中央区 656 26 1 33 10 8 1月16日 ～ 1月1
18 小学校 浜松市中央区 596 21 1 31 12 7 1月17日 ～ 1月1

本日合計 ２高等学校、４中学校、１２小学校 30 850 267 246
７８９施設

本日までの累
計（実数） （ ８９高等学校、　１９６中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、

８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,726 106,631 34,099 31,624

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/17

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第９報】（１月17日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第８報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、七尾
市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17
 金沢以南保健医療福祉調整本部 （ 石川県庁 ）
 輪島市保健医療調整本部 （ 輪島市役所 ）

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
 （ 活動中 ）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/21

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。



イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　 第 ２ 班 、 第3 班 、 珠洲市保健医療福祉調整本部 の 指示 に 従 い 活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

 第 ３ 班( 伊豆 、 裾野
 日赤) 1/24( 水) ～1/26( 金)  ６ 人

 医師 ・ 看護師 ・

 事務員 で 構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣予定
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の被
　　　　災地へ派遣
　　　・今後も新たなチームを継続して派遣する予定（現在調整中２チーム）
　　　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録を
　　　　要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　　　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え、
　　　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援するため
　　　　の活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金)
３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27(土)～1/29(月) ６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登総合病院を拠点として、
穴水町内にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・ 石川県 ＤＰＡＴ 調整本部又 は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/16  石川県 ＤＰＡＴ 調整本部 、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動中） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（派遣決定） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17  総合病院聖隷三方原病院  １ 機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣
　　　　（47都道府県看護協会中17団体に要請）

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人



第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21  ６ 人

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

第３陣以降も派遣を継続（派遣期間は１か月を目途）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請 があったため 第 ７ 陣 ～ 第11 陣 について 調整中

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

 第 ７ 陣 2/5( 月) ～2/10( 土)  ５ 人

 第 ８ 陣 2/10( 土) ～2/15( 木)  ５ 人

 第 ９ 陣 2/15( 木) ～2/20( 火)  ５ 人

 第10 陣 2/20( 火) ～2/25( 日)  ５ 人

 第11 陣 2/25( 日) ～2/29( 木)  ５ 人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク



第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　 イ 　 全国老施協災害派遣福祉 チーム( 全国老施協 ＤＷＡＴ） 派遣
　　　 ・ 全国老人福祉施設協議会 の 派遣要請 を 受 け 、 静岡県老人福祉施設協議会 が
         介護職員 を 被災地 の 高齢者施設 へ 派遣
　　　　( 福井県老人福祉施設協議会 からの 派遣者 との 合同 チーム ）

 派遣期間  派遣先  所属  派遣人数  備考

 １/17( 水) ～21( 日)  特別養護老人 ホーム 　
 長寿園( 石川県珠洲市) ( 福) 慈恵会 　 西島寮  ２ 人  介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける。

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/ 9～6/28 新潟県

 福井県支部 1/16 ～ 3/29  福井県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県

富山県 1/ 5～3/29 富山県

新潟県 1/ 9～6/28 新潟県
共同募金会

中央 1/ 5～6/28 石川県、富山県、新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

　　　注：助成応募受付は、1月中旬からを予定

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯 （ 災害救助法 の 適用 となった 地域等 において
         被災 し 、 静岡県内 へ 避難 した 世帯 のうち 、 今後 １ ヶ 月程度以上居住予定 の
         ある 世帯 ）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口



提 供 日 2024/01/17

タイトル 「法多山の田遊び」が国の重要無形民俗文化財に指定
されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化資源活用班　溝口

TEL 054-221-3183

「法多山の田遊び」が国の重要無形民俗文化財に指定されます！

文部科学省の文化審議会は、１月19日（金）に開催される同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、重要無形民俗
文化財等の新規指定について、文部科学大臣に答申します。

県内では、 「 法多山 の 田遊 び 」（ 袋井市 ）が新たに指定答申されます。
これにより、静岡県内の国指定重要無形民俗文化財は12件となる見込みです。

国重要無形民俗文化財の新規指定
　
１　指定名称：法多山の田遊び（はったさんのたあそび）
２　文化財の所在地：静岡県袋井市
３　保護団体：法多山田遊祭保存会（はったさんたあそびさいほぞんかい）
４　公開日：毎年１月７日
５　概要
　・本件は、年頭に豊作を願って稲作の作業工程を模擬的に演じる、田遊び
    と称する芸能である。
　・法多山尊永寺（そんえいじ）の修正会（しゅしょうえ）の芸能として、田遊び
    が寺院の正月行事と結びついた事例である。
　・儀礼的な演目と、稲作を模擬的に演じる演目から成り、遠州及びその周
    辺にみられる田遊びの特徴をよく伝えている。
　・二人の掛け合いによる狂言風の演目や、羯鼓（かっこ）打ちが早乙女（さ
    おとめ）たちと踊って田植えを表現する独特の演目を有している。
　・本件は、田遊びの変遷の過程を考える上で貴重であり、地域的特色を示
    すことから重要である。
６　連絡先：袋井市教育委員会生涯学習課　0538-23-9264



提 供 日 2024/01/17

タイトル 第39回日本大衆音楽祭文部科学大臣賞
受賞者による部長表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2587

第39回日本大衆音楽祭文部科学大臣賞受賞者による
部長表敬訪問

第39回日本大衆音楽祭において文部科学大臣賞を受賞された森本雄希氏らが、
受賞の報告のため、スポーツ・文化観光部長を表敬訪問します。

１　日　時　　　令和６年１月19日（金）　午後１時15分から１時45分まで

２　会　場　　　県庁東館11階　スポーツ・文化観光部長室

３　県側出席者　村松　毅彦　スポーツ・文化観光部長
　　　　　　　　都築　直哉　スポーツ・文化観光部長代理
                横山　雅機　スポーツ・文化観光部理事兼文化局長                
４　訪問者　　　森本　雄希（もりもと　ゆうき）氏
　　　　　　　　（第39回日本大衆音楽祭文部科学大臣賞受賞、焼津市）
　　　　　　　　森本　里奈（もりもと　りな）氏
　　　　　　　　（受賞者の妻、第37回日本大衆音楽祭内閣総理大臣賞受賞）　
　　　　　　　　秋田　正持（あきた　しょうじ）氏
　　　　　　　　（静岡県大衆音楽協会中部支部長、島田市）
　
５　大会概要　　大会名：第39回日本大衆音楽祭
　　（参考）　　実施日：令和５年11月23日(木)
　　　　　　　　開催地：静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ
　　　　　　　　参加数：全国258名
                概　要：日本大衆音楽祭は、歌の国体として昭和60年に
　　　　　　　　　　　　第１回が開催され、令和５年に第39回を迎えた。
　　　　　　　　　　　　歌が好きな人なら誰もが参加でき、全国大会は
　　　　　　　　　　　　スーパーシニア部門からチャイルド部門まで
　　　　　　　　　　　　６部門に分かれており、雄希さんは
　　　　　　　　　　　　グランプリ・ゴールド部門（26才以上69才以下）
　　　　　　　　　　　　に参加し、全部門を通した文部科学大臣賞を受賞した。
　　　　　　　　　　　　なお、妻の里奈さんは第37回日本大衆音楽祭の最高賞
　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣賞の受賞者である。



提 供 日 2024/01/17

タイトル ふじのくにデジタルアートコンテスト優秀作品展覧会
開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2587

マインクラフトによるアート作品を展示！

「ふじのくにデジタルアートコンテスト優秀作品展覧会」開催

　県では昨年、東アジア文化都市2023静岡県のコア事業として、仮想空間の中で
ブロックを組み合わせて、ものづくりを楽しむことが出来るゲームソフト
「マインクラフト」を活用したデジタルアート作品の「ふじのくにデジタル
アートコンテスト」を開催し、12月26日に入賞者表彰式を行いました。
　このたび、県民の皆様にバーチャルの世界における新しい文化を楽しんで頂く
ため、当コンテストの優秀作品展覧会を県内３地域で開催します。

 １ 　 展覧会名 

ふじのくにデジタルアートコンテスト優秀作品展覧会

 ２ 　 開催日時 ・ 場所 

地域 日時 場所

東部
令和６年１月15日（月）～１月21日（日）

9:00～21:00
アピタ大仁店

（伊豆の国市吉田）

西部
令和６年１月22日（月）～１月28日（日）

10:00～21:00
イオンモール浜松志都呂店

（浜松市中央区志都呂）

中部
令和６年１月29日（月）～２月４日（日）

9:00～21:30
アピタ静岡店

（静岡市駿河区石田）

 ３ 　 展示 の 特色 

・今回の展覧会では、作品の展示のほか、会期中の土・日曜日には会場に配置
　したパソコンから、それぞれの作品の内部（バーチャル空間）に入って
　作品の世界を体験することも出来ます。
・展覧会・体験会ともに終日無料です。

 （ 参考 ）
　　　　　　　　　　　
 　 コンテスト 概要 

・応募期間：令和５年７月１日～令和５年10月31日
・応募テーマ：静岡県
・全国から207点の作品応募がありました。
　プロマインクラフター タツナミシュウイチ氏等による
  審査の結果、令和５年12月に８点の入賞作品が決定しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　 問 い 合 わせ 先 

静岡県スポーツ・文化観光部　文化政策課
電話番号　054-221-2587

 　 グランプリ 受賞作品 

○小学生以下の部　「ぼく たちのまち静岡県」　　　　○中学生以上の部　「W e  Lo ve  SH I Z U O K A ! ! 」



　　　　
タツナミ 氏コメ ント（一部抜粋）　　　　　　　　　　　　　　タツナミ 氏コメ ント（一部抜粋）
「『これが何かわかるかな？』　　　　　　　　　　　　　　　「静岡に住んでいるからこそ知っている多く の
　そんな子供達の笑顔での問いかけが　　　　　　　　　素晴らしいも のを上手に面白く 表現して
非常に楽しい作品でした！」　　　　　　　　　　　　　　　　く れているワールドでした」



提 供 日 2024/01/17

タイトル 「富士山ごみ減量大作戦」の参加者募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護課富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

「富士山ごみ減量大作戦」の参加者募集！

いつまでも美しい富士山の景観を維持するために、富士山麓周辺の道路沿いでボランティアによる清掃活動「富士山ごみ減量大作戦」を開催し、世界
に誇る日本のシンボルとして、富士山を後世に引き継いでいきます。

１　内容

(1)主　　催  静岡県、富士宮市、静岡第一テレビ24時間テレビチャリティー委員会、株式会社三井エンタープライズ、ふじさんネットワーク
  (2)日　　時  令和６年２月24日(土)午前９時30分から正午（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　　 ※中止の場合は、前日午後３時までに電話連絡します。
  (3)活動場所　富士宮市粟倉、村山、山宮（国道469号沿い等）

(4)集合場所  富士山南陵工業団地　No.９区画（小林工業富士山南陵工場前）

  (5)集合方法　自家用車又は無料送迎バス（ＪＲ富士駅南口午前８時30分発車）

２　参加者募集
　(1)応募方法
　　　 郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、無料送迎バス利用の有無を御記入の
　　 　うえ、郵便、FAX、又は電子メールよりお申し込みください。
　(2)応募先
　　　【住　　所】　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　　　静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山・南アルプス保全班
　　　【電話番号】　054-221-3498　　【FAX番号】　054-221-3278
　　　【Eメール】　 shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
　(3)応募資格

　　　 小学生以上でボランティアとして御参加いただける方（小学生は保護者同伴）
　(4)募集定員　40名（先着順）
　(5)募集期限　令和６年２月９日（金）まで
　(6)その他
　　 ※自家用車における交通費は各自で御負担願います。
　　 ※参加者の傷害保険は主催者側で加入します。

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/17

タイトル 47都道府県のお米で作ったお酒「絆舞」を知事に贈呈

担　　当 知事直轄組織 東京事務所

連 絡 先 渉外広報班

TEL 03-5212-9035

47都道府県のお米で作ったお酒『絆舞』を知事に贈呈
～全国の信用金庫が力を合わせた地方創生～

１　要　旨
　全国の信用金庫でつくる「よい仕事おこしフェア」実行委員会が、被災地支援などで地域連携を強めていく願いを込めて、47都
道府県のお米で日本酒を造るプロジェクトを企画し、そのお酒ができあがりました。
　このお酒は、47都道府県のお米が一つになって出来上がる絆のお酒として、『絆舞（きずなまい）』と名付けられました。
　今般、事務局となっている城南信用金庫と、お米を提供した県内の信用金庫の代表者が知事を訪問し、贈呈します。

２　内　容
　（１）　日　時　令和６年１月24日　11時30分～12時00分（30分間）

　（２）　訪問者　城南信用金庫　　　　　理事長　　川本　恭治氏
　　　　　　　　　城南信用金庫　　　　　常務理事　林　稔氏
　　　　　　　　　しずおか焼津信用金庫　常務理事　岩﨑　浩季氏
　　　　　　　　　静清信用金庫　　　　　常務理事　鈴木　義行氏
　　　　　　　　　浜松いわた信用金庫　　理事　　　橋本　隆康氏
　　　　　　　　　沼津信用金庫　　　　　理事長　　鈴木　俊一氏
　　　　　　　　　三島信用金庫　　　　　理事長　　髙嶋　正芳氏
　　　　　　　　　富士宮信用金庫　　　　理事長　　小池　孝治氏
　　　　　　　　　島田掛川信用金庫　　　理事長　　千葉　靖史氏
　　　　　　　　　富士信用金庫　　　　　理事長　　浅見　祐司氏
　　　　　　　　　遠州信用金庫　　　　　副部長　　水嶋　敏成氏

　（３）　場　所　県庁東館５F知事室
　
　（４）　内　容
　　　・全国47都道府県のお米を使ったお酒『絆舞（きずなまい）』の贈呈
　　　・記念撮影



提 供 日 2024/01/17

タイトル 台湾の防災青年大使が防災視察のため本県を訪問し、
地域外交担当部長を表敬します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

台湾の防災青年大使が防災視察のため本県を訪問し、
地域外交担当部長を表敬します

（要 旨）
台湾教育部（日本の文部科学省相当）が主催する「第４回防災青年国際リーダーキャンプ」※の訪問先として本県が選ばれ、台湾の学生が

本県の防災の取組を視察します。視察にあたり、以下のとおり県地域外交担当部長を表敬訪問します。
※台湾全域から選ばれた高校生等学生を対象に、日本の防災の取組を学ぶ研修事業を台湾教育部が実施。同事業での海外研修は今回

が２回目。昨年は宮城県を訪問。

（概 要）
１　日　時　　令和６年１月26日（金）９時30分～10時 （30分間）
２　場　所　　危機管理センター（県庁別館５階）　
３　表敬者　　台湾の高校生23人、大学生３人、ほか台湾教育部職員、

台湾成功大学教員等　計34人
４　応対者　　松村地域外交担当部長　ほか

（参 考）訪日行程
※表敬のほか、１月24日（水）～27日（土）の県内の各行程も取材可能です。

月　日 内　容
1/23（火） 台北松山空港発→羽田空港着
1/24（水） 13:20～13:40 御殿場市長挨拶

13:40～15:30 御殿場市及び御殿場市小山町広域行政組合消防本部による
取組説明

（御殿場市内農泊）

1/25（木） 10:00～15:00 防災アウトドア体験
（御殿場市内農泊）

1/26（金） ９:30～10:00 県地域外交担当部長表敬
10:00～11:00 県危機政策課による本県防災施策説明
14:00～16:00 県地震防災センター視察

1/27（土） ９:00～15:00 県内高校生との島田市内防災フィールドワーク、交流会（意
見交換、防災ミニゲームの実施等）

※県内参加校：県立駿河総合高校、島田商業高校、浜松江ノ島高校
1/28（日） 東京視察等
1/29（月） 羽田空港発→台北松山空港着



提 供 日 2024/01/18

タイトル 静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒の本校
授業体験及び芸術作品の相互展示

担　　当 教育委員会 静岡城北高等学校

連 絡 先 教頭　山田

TEL 054-245-5466

静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒の
本校授業体験及び芸術作品の相互展示

　静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部の生徒が、静岡城北高校１年の音楽授業に参加し、交流を行います。
　また、特別支援学校高等部生徒の美術作品を本校生徒ホールに展示し、本校書道部の作品を特別支援学校に展示します。
　コロナ禍で途絶えていたリアルな交流も本年度再開しており、前回は令和５年７月に本校生徒が特別支援学校を訪問し授業に参
加しています。

１　開催日
　　令和６年１月25日（木）午前11時40分から午後０時30分まで

２　会　場
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　（静岡市葵区北安東２－３－１）

３　内　容
　・静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒の本校授業体験
　・芸術作品の相互展示
　　
４　参加者
　・静岡城北高校１年生　40名
　・静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒　８名

５　その他
　　取材いただける場合には、１月25日（木）午前10時までに静岡城北高校へご連
　絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　電　話：054-245-5466
　　ＦＡＸ：054-245-2788
　　メール：shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　山田　光俊

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/01/18

タイトル 「オンラインを活用したボランティア団体連携・交流
推進講座」を開催します！！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

「オンラインを活用したボランティア団体連携・交流推進講座」
    を開催します！！

１　目　的　青少年団体が連携して青少年育成の取組を行えるよう、オンラインを
　　　　　　活用した青少年団体同士のネットワークづくりを推進する事業を実施
　　　　　　する。

２　日　時　令和６年１月21日（日）午後１時～４時まで（受付開始12時30分）

３　場　所　オンライン　※事務局は県庁西館８階教育委員会会議室より配信

４　講　師　鈴木まり子氏（ファシリテーター・研修講師）

５　内　容
　(1) 社会教育課職員より事業の趣旨説明
 
 （2）講演　「連携・交流を推進するためのオンライン活用のこつ」
　　　　　　　　　（鈴木まり子氏）
 
 （3）グループワーク「他団体との連携・交流推進事業の企画にチャレンジ」

６　参加者　ボランティア団体連携に関心がある方
　　　　　　（定員40名）

７　問合せ　静岡県教育委員会　社会教育課　青少年指導班
　　　　　　電話：054-221-3305　メール：kyoui_shakyo@pref.shizuoka.lg.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:kyoui_shakyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/18

タイトル 第34回特別支援学校高等部合同作品展の開催

担　　当 教育委員会 特別支援教育課

連 絡 先 企画班、西部特別支援学校

TEL 054-221-2942(特別支援教育課企画班)

053-436-1370(西部特別支援学校)

第34回特別支援学校高等部合同作品展を開催します

　県内の特別支援学校高等部で学ぶ生徒が、日頃の様々な活動の中で制作した絵画、工芸などの美術作品を展示します。この１年
間の生徒たちの思いや活動の集大成となる作品展です！

１　開催期間
　　令和６年１月26日（金）～１月29日（月）午前10時から午後４時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は午前12時まで）

２　会　場
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」６階展示ギャラリー
　　（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）
　　※入場無料

３　参加校
　　静岡県内の特別支援学校　32校

４　出品数
　　約400点
　　＜見どころ＞
　　・絵画、立体、工芸、デザイン、写真など様々なジャンルの作品があります。
　　・共同制作には、みんなで作り上げるパワーが満ちています。
　　・学校の特色や、作者の個性があふれています。
　　・生徒たちの輝く創造力をご覧ください！

５　審　査
　　出品された作品の中から、審査員の審査（１月25日実施予定）により、以下の
　賞を決定します。
　　○　静岡県教育委員会教育長賞　　　…１点
　　○　静岡県高等学校文化連盟会長賞　…２点
　　○　特別支援学校専門部会長賞　　　…４点
　　○　特選・佳作…学校ごと特選１点、佳作３点

６　主　催　　静岡県教育委員会　静岡県高等学校文化連盟
　　共　催　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」

７　問い合わせ先
　　静岡県高等学校文化連盟　特別支援学校専門部（県立西部特別支援学校）
　　　　TEL：０５３－４３６－１３７０
　　　　FAX：０５３－４３７－９０９８

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/18

タイトル 県営都市公園経営基本構想(改訂案)・県営都市公園経
営基本計画(案)について、県民の皆さんの意見を募集
しています

担　　当 交通基盤部 都市局公園緑地課

連 絡 先 都市公園管理班

TEL 054-221-3491

安心・安全・快適な維持管理の方針を定める
県営都市公園経営基本構想（案）・県営都市公園経営基本計画（案）

について、意見を募集しています。

　静岡県では、県内７ヶ所の県営都市公園について、効果的で効率的な運営を行うため、「県営都市公園経営基本構想」と実行計
画である「県営都市公園経営基本計画」を策定し、その内容を基本に、県営都市公園の運営を行っています。 
　令和５年度は、５年間の計画期間である現在の経営基本計画の最終年です。そのため来年度からの第５期経営基本計画を策定し
ます。

　なお、「県営都市公園経営基本構想」は、平成16年度の策定から10年経過した平成26年度に県営都市公園の現況を踏まえて改定
していますが、前回の改訂から10年が経過しますので、基本構想についても併せて見直しを行います。

　つきましては、基本構想の改訂及び次期基本計画の策定にかかる「県民意見提出手続(パブリックコメント)」を実施します。

１　意見募集期間：令和６年１月19日（金） ～ 令和６年２月22日（木）

２　県営都市公園経営基本構想(改訂案)・第５期県営都市公園経営基本計画(案)
　　の閲覧方法

　　　・インターネットで静岡県ホームページから閲覧が可能
　　　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

　　（ホーム→パブリックコメント→県民意見提出手続（募集中））

３　意見の提出方法

　　意見を記載した意見書（ホームページで参考様式をご案内していますが、様式
　　は任意ですので、必要な内容を白紙に記載したもので可能）を提出してくだ
　　さい。
　（１）ご意見の内容について質問がある場合の御連絡先としてお伺いします。
　　　　・お名前　　　・ご住所　　　　・電話番号　　・メールアドレス
　（２）ご意見について
　　　　・基本構想（改訂案）に対するご意見か、基本計画（第５期案）に対する
　　　　　ご意見か明記して下さい。
　　　　・○○ページの○行目についてなど、ご意見の対象となる部分をご意見と
　　　　　一緒に記載してください。　　

４　意見の提出先　

　（１）持参・郵送の場合
　　　〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番６号
　　　　　　　　　交通基盤部都市局公園緑地課（県庁東館12階）
    ※持参は、平日９時から17時まで、郵送は、２月22日の消印有効です。
　（２）ＦＡＸ送信　054-221-3493（静岡県都市局公園緑地課）
　（３）電子メール　parks@pref.shizuoka.lg.jp
　　※ＦＡＸと電子メールは、２月22日23時59分までに受信したものが有効です。

　５　留意事項
　　　・いただいた意見は類似する意見をまとめた上で、意見に対する県の考え方
　　　　を県のホームページでお示しします。
　　　・ご意見をお寄せいただいた方に対して、個別の回答はいたしません。
　　　　御了承ください。
　　　・いただいた個人情報は、この意見募集の内容確認のみに利用します。

　６　問合せ先
　　 静岡県交通基盤部都市局公園緑地課 電話番号054-221-3491(平日９時～17時)

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:parks@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/18

タイトル 「静岡県舗装中長期管理計画」改定委員会の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 道路保全課 維持舗装班

TEL 054-221-2752

     　　「静岡県舗装中長期管理計画」改定委員会の開催

　 静岡県では、平成28年度に「静岡県舗装中長期管理計画」を改定し、予防保全型管理へ移行した。これまで
蓄積してきた点検データを基に効果を検証のうえ、より効率的で効果的な舗装の管理を行っていくため、「静
岡県舗装中長期管理計画」を改定する。
　改定に向け、「静岡県舗装中長期管理計画」第１回改定委員会を下記のとおり開催する。

１ 開催日時　
　　令和６年１月23日（火）　15：30～17：00

２ 開催場所
　　静岡県男女共同参画センター　あざれあ　第２研修室
　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17番１号）

３ 議事事項
　　（１）　現計画の検証
　　（２）　計画の改定（案）
　　　　　　・性能低下予測式の見直し
　　　　　　・目標管理グループ、管理目標値の見直し
　
４ 委員会メンバー
　　学識委員　　
　　　　委員長　中央大学理工学部都市環境学科
                教授　姫野賢治
　　　　委　員　東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科　
                教授　竹内康
　　　　　　　　一般社団法人日本道路建設業協会技術委員会　
                井原務

５ 傍聴について
　　（１）　委員会の傍聴を希望される方は、開催時刻までに開催
　　　　　　場所にお越しください。
　　（２）　委員会の傍聴定員は５人とし、15時15分から先着順で
　　　　　　受付します。
　　（３）　定員に達し次第、受付を終了します。
　　（４）　受付後は、事務局の指示により着席してください。
　　（５）　カメラ撮りは冒頭のみとします。

６ 参考
　　「舗装中長期管理計画」とは、舗装の将来劣化予測の結果を基と
　　した中長期的な観点での維持管理に係る計画



提 供 日 2024/01/18

タイトル セブン-イレブンとイトーヨーカドーで「バイ・シズオ
カフェア」を開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班

TEL 054-221-3713

○県内のセブン-イレブン、イトーヨーカドーが「バイ・シズオカフェア」を開催。

○これに先立ち、１月19日（金）に両者が川勝知事を表敬訪問します。

１　知事表敬

（１） 日時・場所

・日時：令和６年１月19日（金）午後２時から２時20分まで

・場所：県庁東館５階　知事室

（２）訪問者　６名

・（株）セブン-イレブン・ジャパン　オペレーション本部　静岡・東東海ゾーン

ゾーンマネジャー 髙橋塁様　ほか２名

・（株）イトーヨーカ堂　販売本部　販売事業部　標準店ゾーン　ゾーンマネジャー

足立博之様　ほか２名

（３）内　容

　　　イベント内容報告、静岡県産食材を使用したオリジナル商品の報告、記念写真撮影

２　セブン－イレブンにおけるイベント概要

○県内全750店舗で「バイ・シズオカフェア」として、以下の商品を展開（1/23～31）

区　分 商　品　名 使用する頂認定商品

調　理　麺 富士宮やきそば（うるおいてい監修）辛味ダレ入 おやさいのねぎ

チルド弁当 炭火焼鳥＆つくね丼　静岡県産鶏肉使用 －

惣　　　菜 ６種具材の静岡おでん（静岡県産大根使用） －

おにぎり さつまいもおこわ　静岡県産うなぎいも使用 うなぎいも

菓子パン 三島甘藷のスイートポテトデニッシュ 三島甘藷

スイーツ 静岡県産紅ほっぺ苺のロールケーキ 紅ほっぺ

みしまコロッケ 三島馬鈴薯ホットス
ナック コーンクリームコロッケ（丹那牛乳使用） －

３　イトーヨーカドーにおけるイベント概要

　○県内全２店舗で「バイ・シズオカフェア」として、県産品の販売等を実施（1/27、28）
区　分 静　岡　店 三　島　店

場　　所 １階駐車場側入口・生鮮コーナー 生鮮コーナー
実施内

容
・頂認定商品を含む県産品の販売
・頂等紹介　ほか ・頂認定商品を含む県産品の販売

４　その他
　　取材受付は株式会社セブン＆アイ・ホールディングスで行います（詳細は別添参照）。

7andiRelease.pdf7andiRelease.pdf



提 供 日 2024/01/18

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション２０２３」受賞商品
販売フェアの開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

「ふじのくに新商品セレクション2023」受賞商品販売フェアの開催！
～静岡県産農林水産物の魅力がつまった逸品です～

１　要　旨
　　令和６年１月24日（水）から２月27日（火）まで、県内百貨店等で「ふじのくに新商品セレクション2023」受賞商品の販売フェアを開催します。
　　本県産農林水産物を使用した新しい商品です。この機会に、是非味わってください！

２　フェア開催店舗

販売店舗 場所

静岡伊勢丹 地下１階　アレモキッチン/コレモストア（静岡市葵区呉服
町）

静岡伊勢丹　コリドー・フジ １階　特設コーナー（富士市蓼原町）

遠鉄百貨店 本館地下１階　遠州グルメコーナー（浜松市中央区砂山
町）

これっしか処 掛川駅構内南口（掛川市南）
ふじのくに おいしい処　静岡「おい
しず」 日本百貨店しょくひんかん内（東京都千代田区神田）

３　販売商品の概要【全11商品のうち、10商品を販売】　

区分 商品名 出品者（市町） 特　徴

最高
金賞

100％恋蜜ジュース
西ヶ谷蜜柑農園

（静岡市）
農園独自の栽培技術により生産したミカンから最も適した果実を使用し
た「超新鮮完熟ジュース」。

金賞
富士山麓謹製　
ごちそうピクルス

かつまたファーム
株式会社（御殿場市）

富士山の麓で、旬の時期に収穫された色とりどりの新鮮野菜の「ごちそ
うピクルス」。

金賞 わさび蓮根味噌漬け
株式会社　季咲亭

（静岡市）
徳川家康も愛したと伝えられている歴史ある静岡水わさびを将来に残
すため、産学共同で企画したわさびとれんこんの味噌漬け。

金賞
焼津糀漬

3種6切セット
焼津港丸入商店

（焼津市）
焼津の魚文化や糀文化に寄り添い、「生糀漬」「あいじろ漬」「熟成粕
漬」の3つの漬け床で丁寧に漬けた漬け魚。

金賞 清水クラフトカリー
有限会社西尾商店

（静岡市）
産学共同研究で開発した鰹節香りエキスと濃縮だしを使用した、個性が
光る5種類のカレー。

金賞
芳醇和風だし　

鰹だし塩
有限会社三角屋水産

（西伊豆町）
西伊豆町の特産品「田子節」と「潮かつお」の活用を目指して開発した、
「だし塩むすび」等に幅広く使える調味料。

金賞
みんなで

ちゃちゃちゃ
丸福製茶株式会社

（静岡市）
子どもが自分でお茶を淹れられることを目指して開発した、水出しでも
美味しい「お茶育セット」。

金賞 富士の湧水　
豆乳ふらん

富士の菓子処　藤太郎
（富士宮市）

老舗豆腐店が作る富士の湧水で仕込んだ豆乳を使用した「和風パンナ
コッタ」。

金賞
Honeyboy11　

お茶の花の蜂蜜
河村養蜂場
（牧之原市）

お茶の生産地である牧之原市ならではの、全国的にも珍しいお茶（チャ
ノキ）の花の蜂蜜。

金賞
ブルーベリーとクルミの蜂

蜜漬け・レモンと
ナッツの蜂蜜漬け

伊豆下田高橋養蜂
（下田市）

地元の駅と共同で開発した、農園で収穫したレモンとブルーベリーに自
家製蜂蜜をしみ込ませた蜂蜜漬け。

※販売店舗や日にちによっては、販売していない商品がある場合があります。



提 供 日 2024/01/18

タイトル ふじのくに食の都づくり仕事人を対象とした
マッチングツアーの開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

ふじのくに食の都づくり仕事人が生産現場を訪問！

マッチングツアーを初開催！！

１　要　旨

　　飲食店での県産食材の活用を促進するため、ふじのくに食の都づくり仕事人が生産現場を訪問するマッチングツアーを県西部地区で開

催します。

　　なお、本ツアーは、現在開催中の「食の都しずおかレストランフェア」の一環で実施します。

２　概　要
（１）ふじのくに食の都づくり仕事人の生産現場訪問（マッチングツアー）

目的
ふじのくに食の都づくり仕事人と県内生産者との交流により、県産食材の新たな需
要創出と継続的活用に繋げる

参加者 ふじのくに食の都づくり仕事人等　最大20人

開 催 日 令和６年1月24日（水）

開催場所 県西部地区（浜松市・磐田市）
　　

（２）スケジュール

時刻 視察先 場所

8:30～ 9:35 ささ農園（みかん生産者） 浜松市中央区初生町

10:05～11:35 八木田牡蠣商店（牡蠣養殖事業者） 浜松市中央区舞阪町

昼食

13:10～14:25 ファーム新貝（海老芋・白葱生産者） 磐田市壱貫

15:05～16:35 海幸ゆきのや合同会社（バナメイエビ養殖事業者） 磐田市小中瀬

　　
３　取材のお願い
　　取材いただける場合は事前に調整いたしますので、１月22日（月）までにマーケティング課 渡辺（電話090－3332－6233）まで御連絡くださ
い。

４　その他
（１）当日の状況により、時間が多少前後する可能性があります。
（２）視察先が変更になる可能性があります。

※「ふじのくに食の都づくり仕事人」とは静岡県産の食材を積極的に活用し、本県の農林水産業や食文化の振興に貢献しているとして表彰され
た一流の料理人、菓子職人です。



提 供 日 2024/01/18

タイトル 介護サービス事業所等物価高騰対策支援金
（令和５年度下半期分　介護分・障害分）
の申請受付を開始します。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉指導課、障害者支援局障害

者政策課

連 絡 先 介護指導第２班、障害者政策班

TEL 054-221-3256､3599

介護サービス事業所等物価高騰対策支援金
（令和５年度下半期分　介護分・障害分）

～申請受付開始～

急激な物価高騰の影響を受けながらもサービスの安定的な提供を継続している社会福祉施設等を支援するため、介護サービス事業所・施
設等を運営する法人等に対し、介護サービス事業所等物価高騰対策支援金（令和５年度下半期分　介護分・障害分）を交付することとし、交
付申請の受付を開始します。
１　制度概要
※詳細は必ず交付要綱等を御確認ください。

区分 介護分 障害分
対象者 介護サービス事業所・施設を運営する法人等 障害福祉サービス事業所・施設を運営する法人
交付額 ・訪問及び相談系サービス事業所

１事業所あたり1万5千円（定額）
・通所系サービス事業所
定員１人につき2千円（上限8万円）
・介護保険施設及び軽費老人ホーム
 定員１人につき7.4千円(上限74万円）
・特定施設入居者生活介護事業所及び認知症対応型共同生活介護
事業所
定員１人につき4千円（上限40万円）
・短期入所生活介護（単独型）
定員１人につき7.4千円（上限18万5千円）
・小規模多機能型／看護小規模多機能型居宅介護　
ア　通いサービス定員１人につき2千円
イ　宿泊サービス定員1人につき4千円
（ア＋イの上限6万円） 

・訪問及び相談系サービス事業所
１事業所あたり1万5千円（定額）

・通所系サービス事業所
利用定員１人につき2千円（上限8万円）

・居宅系サービス事業所（障害者支援施設を除く）
定員１人につき4千円（上限40万円）

・居宅系サービス事業所（障害者支援施設）
定員１人につき9.4千円（上限94万円）

２　申請手続
(1) 申請は法人単位となります。申請書類、申請方法等については、県ホームページ（下記URL）を御確認ください。

　　・介護分
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/1040734/1040737/1053950/1055055/1056283 .html

　　・障害分
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/1040585/1055320 .html

(2)申請期間
　　令和６年１月19日（金）から２月16日（金）まで（郵送必着）
３　申請書提出先及び問い合わせ先

〒420-0035　静岡市葵区七間町5-1　702号室

区分 介護分 障害分

事務局
静岡県介護サービス事業所等物価高騰
対策支援金事務局　

静岡県障害福祉サービス事業所等物価高
騰対策支援金事務局　

電　話
054-340-2720

（平日8:30～17:15　土日祝日を除く）
054-340-2706
（平日8:30～17:15　土日祝日を除く）

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/1040734/1040737/1053950/1055055/1056283.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/1040585/1055320.html
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タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月18日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第84報（１月17日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 下田市 416 15 1 28 8 8 1月17日 ～ 1月1
2 小学校 下田市 39 5 1 5 3 3 1月17日 ～ 1月1
3 中学校 三島市 358 12 1 29 9 9 1月18日 ～ 1月1
4 保育所 御殿場市 82 6 1 12 4 4 1月16日 ～ 1月1
5 高等学校 静岡市葵区 1160 35 1 39 12 12 1月15日 ～ 1月1
6 中学校 静岡市駿河区 506 19 1 30 9 9 1月17日 ～ 1月1

1 34 13 9 1月16日 ～ 1月1
7 中学校 静岡市駿河区 524 19

1 33 11 11 1月17日
8 小学校 静岡市駿河区 363 15 1 31 14 14 1月16日 ～ 1月1
9 小学校 静岡市駿河区 497 21 1 26 9 9 1月16日 ～ 1月1
10 小学校 静岡市清水区 355 16 2 46 18 18 1月16日 ～ 1月1

1 27 7 7 1月16日 ～ 1月1
11 小学校 牧之原市 380 15

1 32 5 5 1月16日 ～ 1月1
12 高等学校 磐田市 681 18 1 42 10 10 1月16日 ～ 1月1
13 小学校 浜松市中央区 213 8 1 29 6 6 1月18日 ～ 1月1

本日合計 ２高等学校、４中学校、６小学校、１保育所 16 443 138 134
７９１施設

本日までの累
計（実数） （ ８９高等学校、　１９７中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、

９保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,742 107,074 34,237 31,758

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/18

タイトル 介護の未来ナビゲーターが県内の高校で出前講座を行
います。（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

介護の若い担い手が高校生に語ります！
～介護の仕事ってどんな仕事？就職のきっかけは？～（取材依頼）

１　概要
　　県では、介護の仕事の魅力を情報発信することを目的として、現職の若手介
　護職員を「介護の未来ナビゲーター」として委嘱し、若い世代の介護分野への
　参入促進活動等を行っております。
　　このたび、以下の高校に御協力いただき、介護の仕事に関する出前講座を行
　います。
　　
２ 日時等
　

日時 時間 学校名(住所） 対象

1/22(月)13:05～14:10
静岡県立三島長稜高校
(三島市文教町1-3-93) ２～３年生(20名)

1/30(火)10:55～11:45
静岡県立天竜高校
(浜松市天竜区二俣町二俣601) 福祉コース２年生(７名)

2/2(金)13:20～15:10
静岡和洋学園静岡女子高校
(静岡市駿河区八幡3丁目6番1号) 福祉課１年生(14名)

2/7(水)10:45～12:35
静岡県立富士宮東高校
(富士宮市小泉1234)

福祉課１年生(29名)
　　　２年生(27名)　計56名

2/8(木)14:25～16:15
静岡県立磐田北高校
(磐田市見付2031-2) 福祉課１年生(22名)

３ 内容
　　県内介護事業所の若手職員である介護の未来ナビゲーターが、
　　・介護の仕事ってどんな仕事？
　　・仕事のやりがいを感じた時は？
　　・どうして介護職員になったの？
　など介護の仕事の本音について生徒たちの前で語ったり、質問に応えたりする
　プログラムです。

４ 問合せ先
　県介護保険課介護人材班（TEL054-221-2084）　

５ 留意事項
 ・取材を希望される場合には、事前に県介護保険課介護人材班まで
　 御連絡ください。
 ・取材にあたっては、手指の消毒や検温等、感染症対策に御協力ください。



提 供 日 2024/01/18

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第10報】（１月18日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第９報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17 ～
 輪島市保健医療福祉調整本部 （ 輪島市役所内 ）、 輪島市 、
 金沢市内 の 避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/21

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。



イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣、今後も新たな 医療救護チームの派遣を予定（現在調整中２
　　チーム）
　　 また 、 現地 の 状況 を 踏 まえ 、 本部調整要員 （ 事務員 ） の 派遣 に ついて 調
　　 整中
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日)
３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27(土)～1/29(月) ６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登総合病院を拠点として、
穴水町内にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（ 活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（ 活動中） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考



第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

第３陣以降も派遣を継続（派遣期間は１か月を目途）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成



第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

  福井県  1/16 ～3/29   福井県

共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集 及 び 助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法 ／ 助成対象 ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会  助成

( 第 １ 回)

1/17 ～1/31

 炊 き 出 し 、 物品配布支援 、 生活支援活動等
 ・ 短期活動助成( 活動日数30 日以内)
 ・ 中長期活動助成( 活動日数31 日以上)

　　　注：助成応募受付は、1月中旬からを予定

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等において
        被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定の
        ある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口



提 供 日 2024/01/18

タイトル ｢富士山の日｣フェスタ2024～富士山と芸術～　一般参
加者募集！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

「富士山の日」フェスタ2024（山梨県開催）　一般参加者募集！

静岡・山梨両県では、世界文化遺産登録10周年を迎えた富士山の顕著な普遍的価値に対する一層の理解を深め、保全に向けた想いを

後世に継承していくため、～富士山と芸術～をテーマに「富士山の日」フェスタ2024を山梨県立文学館で開催します。

開催にあたり、本日より一般参加者の募集を開始いたしますので、お知らせします。

１　日　時 

令和６年２月23日（金・祝） 14時から16時まで（予定）

２　会　場

山梨県立文学館 講堂（山梨県甲府市貢川１丁目５-35）

３　内　容（予定）

・オープニング（「スーパースクワッド」によるダンスパフォーマンス）

・主催者あいさつ

・来賓紹介

・追分の人形芝居（笹子追分人形保存会）

・パネルディスカッション（テーマ「富士山と芸術」）

＊その他、会場の文学館また芸術の森敷地内の美術館に富士山に関する山梨県収蔵品を展示し、芸術の森全体を富士山に関連す

る芸術に触れることができる空間にします。

４　対象・定員

どなたでも御応募可・定員100名程度

５　参加費

無料（交通費などは参加者の御負担となります）

６　応募方法

➀FAX　チラシ裏面の申込書に必要事項を記入の上、FAXにて御応募ください。

➁申し込みフォーム　下記URL又はチラシのQRコードから御応募ください。

URL：https://forms.gle/Fby6hVjGWjJRW9Y57

７　応募締切

令和６年２月13日（火）必着（定員に達した時点で締切）

８　問合せ先

　　　　静岡県スポーツ・文化観光部　富士山世界遺産課　　【電話】054-221-3746

https://forms.gle/Fby6hVjGWjJRW9Y57


提 供 日 2024/01/18

タイトル 令和６（2024）年度ふじのくに子ども芸術大学講座実
施団体等の公募

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

ふじのくに子ども芸術大学の講座を企画・実施する団体等を募集中！

　

　ふじのくに子ども芸術大学は、県内の小・中学生を対象に、様々な分野で活躍す
るアーティスト等が講師となって、音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸能な
どの文化芸術に親しむ体験型の講座です。
　多様なアイディアを生かした講座を展開するため、 令和 ６ （2024 ） 年度 に 講座 を
 企画 ・ 実施 する 文化団体等 を 募集します。採用された講座の実施に当たっては、ふ
じのくに子ども芸術大学のパンフレットやホームページに掲載するほか、経費の一
部を実行委員会が負担します。

【公募の概要】　
  １  募集 する 講座
　 音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸能などの文化芸術分野において、
　 小・中学生自らが創作などに取り組む体験型講座

  ２  応募資格
　 静岡県内に主な拠点を置く文化団体、文化施設運営者、市町等
  （法人格の有無は問わない。）

  ３  応募方法
　 以下メールアドレス宛に、応募書類をメールにて提出。（郵送、持参も受付可）

  〔提出先〕ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
　 　　　　 〒420-8601　静岡市葵区追手町9番6号
　 　　　 　E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp

  ４  スケジュール
　 〇応募受付：令和６（2024）年１月11日（木）～２月８日（木）必着
　 〇書類選考：令和６（2024）年２月中旬
　 〇プレゼンテーション：令和６（2024）年３月４日（月）予定
　 ○実施講座の決定：令和６（2024）年３月下旬　　
　　※採択は、ふじのくに子ども芸術大学に係る令和６(2024)年度静岡県一般会計予算の成立及び
      ふじのくに子ども芸術大学実行委員会による令和６(2024)年度予算の承認を条件とする。
　 〇講座の実施：令和６（2024）年７月下旬～11月

  ５  その 他
　 〇実施に当たっては、ふじのくに子ども芸術大学実行委員会が経費の一部を負担
　　（上限30万円）
　 〇募集要項は次のホームページに掲載
　 　◆ふじのくに子ども芸術大学（https://www.fkac.jp/）
     ◆静岡県ホームページ（TOPメニュー：テーマから探す）
     観光・スポーツ・交流＞文化・芸術＞文化政策＞ ふじのくに子ども芸術大学
      （https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports /bunkageijutsu /bunkaseisaku /1050548/index.html） 
　 

【問合せ先】ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
　　　　　　TEL：054-221-2252（9：30～18：00　土日祝日を除く。）
　　　　　　E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.fkac.jp/
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaseisaku/1050548/index.html
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/18

タイトル 富士川水系の河川水に係る調査結果（12月実施分）

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

富士川水系の河川水に係る調査を令和５年12月７日（木）に実施しました。その調査結果をお知らせします。

１　結果概要　

富士川本川３地点の河川水でアクリルアミドが検出されましたが、人や水生生物への影響を考慮した各種指標（３．指標等）を下回ってい
ました。

２　結果一覧・調査地点
調査日：令和５年12月７日（木）　天気：晴

河川名 地点
アクリルアミド

(ng/L)

１ 内房橋付近 < 7.0
２ 富原橋 230
３ 富士川楽座付近 100

富士川

４ 富士川橋 120
稲瀬川 ５ 内房境川合流後 < 7.0
注　“<”は定量下限値未満

３　指標等：別添参照
　
４　今後の調査計画

・引き続き、富士川水系の河川水に係る調査を実施します。
・調査の日程等につきましては、生活環境課ホームページにてお知らせしています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html


提 供 日 2024/01/18

タイトル 今年度最後のマンション管理セミナーを開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

今年度最後のマンション管理セミナーを開催します！

　
  建築後40年を経過した高経年マンションは、建物自体の老朽化とともに区分所有者も高齢化し、管理組合が良好に機能
せず、修繕積立金が不足するなどにより、適正な管理や修繕ができなくなるおそれがあります。
　静岡県マンション管理適正化推進協議会では、マンションの適正な管理を推進し、適切な維持修繕の実施を促すため、
マンション管理組合の役員や住民のみなさんを対象に「マンション管理セミナー」を開催しています。
　今年度最後のセミナーでは、マンションの大規模修繕に詳しい岸﨑孝弘氏による講演会と個別相談会を合わせて開催し
ます。

１　日　時　　令和６年３月９日（土）14時00分～16時45分（開場13時30分）

２　場　所　　静岡県産業経済会館　３階特別会議室

３　内　容
　＜第一部＞　講演会　14時00分～15時30分
　　　　　　　テーマ：マンションを100年使うために今できること
　　　　　　　講　師：(有)日欧設計事務所　代表取締役　岸﨑　孝弘氏

　＜第二部＞　個別相談会（要事前予約）　15時45分～16時45分
　　　　　　　マンション管理の専門家がお答えします。

４　参加費　　無料

５　申込方法（定員40名　先着）
　　インターネット又はＦＡＸにてお申込みください。
　　（申し込み締切り日：３月６日（水））

（１）インターネット
　　　以下のURL又はQRコードにアクセスし、登録フォームに必要事項を入力してく
　　　ださい。　　
      URL：https://req.qubo.jp/machisen/form/mansyonsemina
      QRコード：

　　　　
（２）ＦＡＸ
　　  チラシ裏面の参加申込書に必要事項を記入し、以下のFAX番号あてにお申込み
　　　ください。

６　問合せ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課 計画班
　　TEL：054-221-3084　FAX：054-221-3083　E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp

https://req.qubo.jp/machisen/form/mansyonsemina
mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/18

タイトル 静岡県庁広報グランプリ最終審査会の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

静岡県庁広報グランプリ最終審査会の開催

県は、県職員の広報業務に対する意識醸成と技術向上を図り、県全体の広報力の強化を目的に静岡県庁広報グランプリ を毎年開催してい
ます。
昨年に引き続き、今年度も最終審査会を一般公開します。

１　静岡県庁広報グランプリとは
平成2 2 年度から毎年開催。今回で14 回目。
前年12 月1日から当年11月3 0 日までに実施した各所属における広報に関する改革成果や戦略的な広報を対象に、グランプリ １点、金賞２
点、銀賞２点を決定する。
令和5 年度は各所属から4 ６件の応募があり、審査員による一次審査（書類審査）を経て銀賞２点と最終審査に進む３点が選定された。
1月１９日( 金) に開催される最終審査会でグランプリ が決定する。

２　最終審査会　概要
（１）日時：令和６年１月19 日（金）13 時15 分～１５時００分
（２）会場：静岡県庁　東館2 階　県民サービスセンター　しずおか情報ステージ
（３）プログラム：

13 時15 分 開会

13 時2 0 分
審査１
経営管理部　市町行財政課
「新絶景！静岡県民フォトコンテストと連動した第3 1回静岡県議会議員選挙の臨時啓発事業」

13 時４２分
審査２
経営管理部　静岡財務事務所　管理課
「運転免許は、自動車税（種別割）の知識も一緒に取得！」

14 時0 ４分
審査３
交通基盤部　富士土木事務所　企画検査課
「橋名揮毫( きごう ) プロジェクト　～地元高校との協働による富士川かりがね橋の橋名板揮毫～」

14 時2 6 分 グランプリ 発表、審査員講評
15 時0 0 分 閉会

（４）審査員：
審査会会長 平野　雅彦　静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）

審査員 清家　順　　 静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）
審査員 谷　浩明　　 静岡県広報業務アドバイザー（広報技術）
審査員 高島　知佐子　静岡文化芸術大学 文化政策学部 芸術文化学科　教授
審査員 岩崎　正　　 静岡県広聴広報課長

（５）その他：
・最終審査会に選出した取組の中からふさわしいものを、公益社団法人日本広報協会が実施する全国広報コンクールの広報企画部門にエ
ントリー。
・銀賞２点は以下
知事直轄組織　デジタル戦略課 生成A Iを活用した広報
交通基盤部　都市計画課 都市局広報の躍進　～小さいことからコツコツと～

【参考】過去のグランプリ 受賞取組

令和４年度
経済産業部
産業イノベーション推進課 本県初のクラウドファンディングを活用した研究資金の募集に挑戦！

令和３年度

健康福祉部
新型コロナ対策企画課
知事直轄組織
広聴広報課

新型コロナウイルス注意喚起「おしえて！後藤参事」
ショートムービーで毎日投稿

令和２年度
交通基盤部
静岡土木事務所

「ヤッカイ者のモウソウ竹」が「ウマい静岡メンマ」に。
～産官学民協働で地域の土砂災害対策を、更に循環型取組、S DGsへ～



提 供 日 2024/01/19

タイトル 高校生の探究学習の祭典「探究フェスタ」を初開催し
ます！

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班　担当　佐藤　剛

TEL 054-221-3165

　　　　　高校生の探究学習の祭典「探究フェスタ」を初開催します！

　静岡県内の高校生が、生徒主体の研究発表を通して、参加者と共に学び合い、探究
的学びの質の向上を図るとともに、高校教育における探究的学びを推進するために開
催します。

１　日　時
　　令和６年１月28日（日）　午前10時から午後３時まで

２　会　場
プラサヴェルデ　コンベンションホールＡ（沼津市大手町１丁目１－４）

３　参加校（16校47チーム）
　　 下田高校、三島北高校、御殿場南高校、富士東高校、富士宮西高校、清水西高校、
　　 静岡高校、静岡東高校、川根高校、榛原高校（全日制・定時制）、掛川西高校、
　　 袋井高校、湖西高校、沼津市立沼津高校、富士市立高校、三島学園知徳高校

４　スケジュール
時間 項目

９:30 開場

10:00～10:10 開会式・挨拶

10:15～10:40 発表1

10:45～11:10 発表2

11:15～11:40 発表3

11:40～12:40 昼食・休憩

12:40～13:05 発表4

13:10～13:35 発表5

13:40～14:30 交流会

14:35～15:00 講評・閉会式

５　入場料
　　無料

６　その他
・各チームの発表順、発表内容等は、「探ＱラボShizuoka」トップページNEWSに

掲載（サイトアドレス：https://www.tanq-shizuoka.jp/）。

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.tanq-shizuoka.jp/


提 供 日 2024/01/19

タイトル 「第５回静岡県高潮浸水想定等検討委員会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

　　　『第５回静岡県高潮浸水想定等検討委員会』を開催します
　　～高潮に対する備えを強化するため、有識者から技術的な意見を伺います～

　県では、高潮に対する災害のリスクを県民の皆様にお知らせして、浸水被害に対
する備えを強化するため、想定される最大規模の高潮による浸水想定を作成してい
ます。
　このため、高潮による浸水想定の作成や警戒体制に入る水位の設定等に関する技
術的な事項について、関係有識者に意見を聴くことを目的として、「第５回静岡県
高潮浸水想定等検討委員会」を開催します。

１　日　時　令和６年１月25日（木）午前10時から午前12時まで
　　　　　　
２　会　場　静岡県庁別館２階第１会議室Ａ・Ｂ

３　議事内容
　　・遠州灘沿岸の高潮浸水想定区域の検討
　　・家屋倒壊等氾濫想定区域の設定に関する検討
　　・今後の予定

４　傍聴
　　会議は公開で行います。
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午前９時45分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

５　委員構成
（敬称略、学識者は五十音順）　◎：委員長

氏　　名 所　　属・役　　職 分　　野 WEB
出席

　加藤　史訓  国土交通省 国土技術政策総合研究所
 河川研究部 海岸研究室長

 学識（海岸工学） ○

◎佐藤　愼司  高知工科大学 システム工学群 教授  学識（海岸工学、沿岸
 環境学、水工学）

　富田　孝史  名古屋大学　減災連携研究センター
 教授

 学識（港湾工学、防災
 工学）

　北田　繁樹  気象庁　静岡地方気象台長　  行政（国） ○



提 供 日 2024/01/19

タイトル 「三保松原の景観改善　10周年記念イベント」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

　　　『三保松原の景観改善　10周年記念イベント』を開催します！

　静岡県では、平成25年６月の富士山世界文化遺産登録を契機として、三保松原の
前面に設置した消波堤の景観改善に取り組んできました。
　このたび、取組開始から10年の節目の年を迎えたことを記念して、「三保松原の
景観改善　10周年記念シンポジウム」と「サンドバイパス大作戦 in 三保」を開催
します。いずれのイベントも、静岡県ウェブサイトから参加申込みを受け付けてい
ます。多くの皆様のご参加をお待ちしております！

≪「三保松原の景観改善　10周年記念シンポジウム」の概要≫
日時：令和６年２月24日（土） 13時30分から16時まで（12時開場）

場所：清水テルサ（静岡市東部勤労者福祉センター）　テルサホール

定員：500名（要申込・先着順、入場無料）

内容：●基調講演「海岸景観とまちづくり」（日本大学　岡田教授）

　　　●パネルディスカッション「三保松原の景観をまちづくりにどう活かすか」

　　　●パネル展示　●「三保バーガー」販売　●みほしるべショップ出張販売

≪「サンドバイパス大作戦 in 三保」の概要≫
日時：令和６年２月17日（土） ８時から14時まで

場所：三保松原鎌ヶ崎付近の砂浜、梅ヶ島温泉付近の河原

　　　※８時にみほしるべ前の広場に集合し、マイクロバスで梅ヶ島まで移動

対象：静岡市内在住の小学生と保護者 計30名（要申込・先着順、参加無料）

内容：●梅ヶ島の安倍川の土砂を三保松原の砂浜まで運ぶサンドバイパス体験

　　　●昼食は新ご当地グルメ「三保バーガー」を提供

　　　●エスパルスクラブマスコット「パルちゃん」と写真撮影

　　　●静岡県立清水南高等学校の生徒によるパフォーマンス

　　　●イベント終了後、有志による砂浜上でのキャンドルナイト（17時開始）

≪イベント内容の詳細、参加申込みはコチラ≫
「三保松原の景観改善　10周年記念イベント」ページ
　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/minato/1057092.html

　

240224miho10th.pdf240224miho10th.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/minato/1057092.html


提 供 日 2024/01/19

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/12～1/18）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第524報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/12～1/18）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の105頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、72番目（587例目）です。

平成30年９月以降、14,062頭（死亡382頭、捕獲13,680頭）の検査を実施し、587頭の陽性（死亡170頭、捕獲417頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/01/19

タイトル ＡＯＩ－ＰＡＲＣ研究開発室入居希望者公募

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室（AOI-PARC）

TEL 055-955-9111

ＡＯＩ－ＰＡＲＣ研究開発室入居希望者公募

（アグリ・オープンイノベーション（ＡＯＩ）プロジェクト関連）

（趣旨）
　静岡県農業技術産学官連携研究開発センター（ＡＯＩ－ＰＡＲＣ）の研究開発室（ラボタイプ及びオフィスタイプ）に入居する
民間事業者を公募します。

□公募期間　令和６年１月19日（金）から３月18日（月）まで

□審 査 会　令和６年４月上旬　県庁もしくはAOI-PARC内会議室

□入居開始　令和６年５月以降（入居手続き終了後）

□応募者の条件
　下記のいずれにも該当する民間事業者でＡＯＩプロジェクトの目的に資する者

法人であること1.
農業及び関連産業生産額等の増加を目指したビジネス展開に取り組む民間事業者であること2.
業務責任者を設置していること　等 　※詳細については公募要領を参照3.

□研究開発室（ラボタイプ）の概要
　（所在地：沼津市西野317）

区　分 内　　容
公募施設  研究開発室（ラボタイプ）

面積  50平方メートル程度
天井高  2.6メートル
床仕様  長尺塩ビシート（耐薬品性）

耐床荷重  １平方メートルあたり370Kg

通信設備
 建物内の内線電話機あり
 外線電話・インターネットは引き込み配線工事や利用契約が別途必要

空調設備  個別エアコン、全熱交換器（24時間換気）
電気設備  単相100V（200V取出可）・三相200V

給排水設備  実験用流し台１台
入居期間  10年以内
使用料  12,700円/月から13,500円/月（部屋により異なる）
共益費  概ね30,000円/月から（電気使用量等による）

□研究開発室（オフィスタイプ）の概要
　（所在地：沼津市西野317）

区　分 内　　容
公募施設  研究開発室（オフィスタイプ）

面積  25平方メートル程度
天井高  2.6メートル
床仕様  長尺塩ビシート

耐床荷重  １平方メートルあたり500Kg

通信設備  建物内の内線電話機あり
 外線電話・インターネットは引き込み配線工事や利用契約が別途必要

空調設備  個別エアコン、全熱交換器（24時間換気）
電気設備  単相100V（200V取出可）

給排水設備  －
入居期間  10年以内
使用料  6,500円/月（部屋により異なる）
共益費  概ね15,000円/月から（電気使用量等による）

申込様式等　ホームページからダウンロードしてください。

＜静岡県ホームページ：ＡＯＩプロジェクト／ＡＯＩ－ＰＡＲＣ＞
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/index.html

○ＡＯＩプロジェクト（アグリオープンイノベーションプロジェクト）
　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得て、農業を
軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/index.html


提 供 日 2024/01/19

タイトル TECH BEAT Shizuoka ×  県内スタートアップ支援拠点
連携イベント第３弾「オープンイノベーションの舞台
裏～新規事業担当者の集い～」

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609



提 供 日 2024/01/19

タイトル 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、知事
指定薬物を指定しました

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 2413

TEL 054-221-2413

静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新たに３物質を知事指定薬物として
指定しました！

１　要旨
　静岡県薬物の濫用の防止に関する条例第14条第１項の規定に基づき、３物質について、人の身体に使用された場合に、興奮、幻
覚、陶酔等の作用を人の精神に及ぼし、さらに、これらが濫用されるおそれがあると認められるため、知事指定薬物として指定し
ました。
　今回の指定は、同条例が平成27年３月１日に全面施行されてから、46回目（累計154物質）の指定になります。

２　知事指定薬物として指定する物質

　 通称名 物質名
１ ・ＨＸＥ

・Ｈｙｄｒｏｘｅｔａｍｉｎｅ
２－（エチルアミノ）－２－（３－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン－１
－オン及びその塩類

２ ４－ＨＯ－ＥＰＴ Ｎ－エチル－４－ヒドロキシ－Ｎ－プロピルトリプタミン及びその塩類
３ ＥＤＭＢ－ＰＩＮＡＣＡ エチル＝３，３－ジメチル－２－（１－ペンチル－１Ｈ－インダゾール－３－

カルボキシアミド）ブタノアート及びその塩類

３　指定期日
　告示：令和６年１月19日（金）
　適用：令和６年１月20日（土）

４　備考
　今回指定した３物質について、本日、国が、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第15項
に規定する指定薬物に指定し、１月29日（月）から施行を予定するため、同日をもって知事指定薬物としての指定が失効します。
（失効予定日：令和６年１月29日（月））



提 供 日 2024/01/19

タイトル 大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用通報・相談窓口ポ
スターデザイン制作入賞者に対する感謝状贈呈式の開
催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用通報・相談窓口ポスターの

デザイン制作入賞者に対し感謝状を贈呈します。

　近年は、次代を担う若者を中心に、大麻事犯の検挙者が急激に増加し、令和２年以降、本県においては、毎年100人を超える若
者が検挙されるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。

　薬物乱用問題の解決には、悩みを一人で抱え込まず相談することが重要です。

　そこで、相談できる窓口があることを周知するため、昨年度に引き続き、静岡デザイン専門学校の学生の協力を得て、若者の目
線で若者に受け入れられやすい大麻乱用防止啓発動画（15秒）３作品及び薬物乱用通報・相談窓口に係るポスターを新たに制作し
ました。

　啓発動画やポスターの制作にあたり、創意工夫を重ね、丁寧に御協力いただいたことに感謝の意を表し、入賞者６名に対し静岡
県健康福祉部長感謝状を贈呈します。

１　開催日時 令和６年１月23日（火）　17時から約20分間
２　開催場所 静岡デザイン専門学校１階（静岡市葵区鷹匠2-19-15）
３　出席者 静岡デザイン専門学校　入賞者６名及び教諭

静岡県健康福祉部生活衛生局長　　　　　　　ほか　15名程度
４　入賞作品 （１）大麻乱用防止啓発動画

　・最優秀作品　１点、優秀作品　２点（応募総数　29作品）
（２）薬物乱用通報・相談窓口ポスター
　・最優秀作品　１点、優秀作品　２点（応募総数　33作品）　

○啓発動画、ポスターを活用した相談窓口の周知

　啓発動画は、主要な駅や繁華街に設置されたデジタルサイネージ等で発信したほか、YoutubeのWeb動画広告を活用して、県内の
若者のスマートフォンなどに直接配信することにより、大麻問題に悩む若者が身近に相談できる窓口があることを周知していま
す。
　ポスターは、県内のコンビニでの掲示のほか、県内の大学、高等学校等へ送付し、学内での掲示を依頼すること等により、大麻
問題に悩む若者が身近に相談できる窓口があることを周知しています。

○取材を希望される場合の対応について

　当日取材を希望される場合は、事前に以下の連絡先に連絡の上、学校にお越しいただきますようお願いします。
　連絡先　054-252-1766（担当：静岡デザイン専門学校　大川教諭）



発 表 日 2024/01/19

タイトル 新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報の発令

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報を発令します

１　概要
　　直近の第２週（１月８日～14日）における定点医療機関当たりの新型コロナウイルス感染症の患者数が県独自の感染拡大注意
報の発令基準（８人/週）を超えたため、本日「感染拡大注意報」を発令します。
　　※令和５年10月12日の注意報解除以来の発令

２　定点医療機関当たり患者数（単位：人/週）

３　５類移行後の感染拡大注意報等の発令状況
　　感染拡大注意報　　令和５年７月14日～８月３日
　　　　　　　　　　　　　　　８月18日～８月24日
　　　　　　　　　　　　　　　９月29日～10 月12 日　

　　感染拡大警報　　　令和５年８月４日～８月17日
　　　　　　　　　　　　　　　８月25日～９月28日

４　県民の皆様へ
　　改めて、以下の点に御協力をお願いします。
　○体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用
　○急に症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、学校や仕事を休んで療養を
　○人が集まる所では、換気と咳エチケットを忘れずに
　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○高齢者や持病のある方は、ワクチン接種の検討を

　　なお、近くに人がいないときや屋外では、マスクは不要です。
　　また、インフルエンザや感染性胃腸炎など他の感染症も流行中です。
　　帰宅時、食事前、トイレの後など、こまめな手洗いもお願いします。



提 供 日 2024/01/19

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月19日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第85報（１月18日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 沼津市 492 21 1 30 9 9 1月18日 ～ 1月1
2 こども園 御殿場市 349 20 1 24 6 6 1月18日 ～ 1月1
3 中学校 静岡市駿河区 524 19 1 33 8 8 1月18日 ～ 1月1
4 高等学校 浜松市浜名区 823 21 1 40 9 9 1月18日 ～ 1月2
5 中学校 浜松市中央区 679 24 1 32 11 11 1月19日

1 24 7 7 1月17日 ～ 1月1
6 中学校 浜松市中央区 784 28

1 20 5 5 1月17日 ～ 1月1
1 19 7 7 1月19日 ～ 1月2

7 小学校 浜松市中央区 252 15
1 20 7 7 1月19日 ～ 1月2

8 小学校 浜松市浜名区 288 13 1 27 7 4 1月19日
9 小学校 浜松市浜名区 650 26 1 15 8 8 1月19日
10 特別支援学校 浜松市浜名区 281 46 1 7 4 4 1月17日

本日合計 １高等学校、３中学校、４小学校、１こども園、１特別支援学校 12 291 88 85
７９４施設

本日までの累
計（実数） （ ９０高等学校、　１９８中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,754 107,365 34,325 31,843

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/19

タイトル 医療機関等物価高騰対策支援事業

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2417

医療機関等物価高騰対策支援金（下半期分）の申請受付を開始します！

　物価高騰の影響を受けている医療機関等を支援するため、静岡県では、医療機関等物価高騰対策支援金を交付することとし、１
月22日から２月29日まで申請を受け付けます。

１　制度概要

対象 交付額

病院
１病床当たり２万円
＊特別な役割を担う病院は１病床当たり２万円を加算する。

診療所
・有床診療所（３床以上）　１病床当たり２万円
・有床診療所（１～２床）　１施設当たり５万円
・無床診療所　　　　　　　１施設当たり５万円

助産所 １施設当たり５万円

薬局（保険薬局） １施設当たり５万円

受領委任を行う施術所 １施設当たり１万５千円

病院・有床診療所 １病床当たり６千４百円（食材料費関係）

※詳細は必ず交付要綱等を御確認ください。

２　申請手続
（１）申請書類

交付要綱、申請書類等については、県ホームページ（下記ＵＲＬ）を御確認ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1059631/index.html 

（２）申請期間
令和６年１月22日（月）から令和６年２月29日（木）まで
（消印有効・郵送のみ）

３　申請書提出先及び問合せ先
　　〒420-0857　静岡市葵区御幸町８－１　JADEビル４Ｆ
　　　静岡県医療機関等物価高騰対策支援金事務局
　　　電話番号　050-5369-9435

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/1047628/1059631/index.html


提 供 日 2024/01/19

タイトル ひとり親家庭のための「はり灸助成券」の贈呈式
（公益社団法人静岡県鍼灸師会）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

ひと り 親家庭のための「はり 灸助成券」の贈呈式
（公益社団法人静岡県鍼灸師会）

　
　

　公益社団法人静岡県鍼灸師会から、ひとり親家庭向けのはり灸助成券が寄贈されることとなり、下記のとおり贈呈式を行います。

　寄贈された助成券は、市町を通じて希望するひとり親家庭に配布します。

　なお、この助成券の寄贈は、公益社団法人静岡県鍼灸師会の御厚意により、日々仕事と子育ての両立に励んでいるひとり親家庭の方
の健康増進に寄与することを目的に昭和56年度から毎年度行われ、今回で43回目となります。

１　贈呈式

  (1)日　　 時　　令和６年１月25日（木）13時30分開始（予定所要時間：15分）

  (2)場　　 所　　健康福祉部長室（県庁西館３階）

  (3)出 席 者　　〈公益社団法人静岡県鍼灸師会〉

　　　　　　　　      会長　大橋　教正 様

　　　　　　　　　    副会長　榎田　誠 様

　　　　　　　　     〈静岡県〉

　　　　　　　　　    健康福祉部長　八木　敏裕

  (4)内　　容　 　公益社団法人静岡県鍼灸師会　大橋会長から、2,000円分の

                      「はり灸助成券」1,000枚が八木健康福祉部長に贈呈されます。

２　配　布

　(1)対　   象　　県内在住のひとり親家庭

　(2)配 布 数　　1世帯につき1枚

　(3)配布方法　　お住まいの各市町福祉担当課において配布します。



提 供 日 2024/01/19

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第11報】（１月19日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第10報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～
輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/21

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお



　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中２
　　チーム）
　　 また 、 石川県庁内 ＪＭＡＴ 調整本部 に 調整要員 （ 事務員 ） を 派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日)
３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

能登総合病院を拠点として、
穴水町内にて活動予定

1/30( 火) ～2/2( 金)  １ 人 （ 事務員 １ 人 ）  石川県庁内 ＪＭＡＴ 調整本部
 にて 調整業務 を 支援予定

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登総合病院を拠点として、穴水
町内にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部( 公立能登総合病院内( 七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18
 能登医療圏 ＤＰＡＴ 活動拠点本部(1/18 ～ 能登中部保健福祉 センター 内( 七尾
 市)) 、 輪島市 ＤＰＡＴ 指揮所 （ 輪島市役所内 ） の 避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動中） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機



　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

第３陣以降も派遣を継続（派遣期間は１か月を目途）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人



第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟
県、 福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　　　
ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等において
        被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定の
        ある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所



1/15（月）～未定 各市町社協窓口



提 供 日 2024/01/19

タイトル 一日限りの特別な饗宴「美味らららダイニング」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3617

一日限りの特別な饗宴 　「美味らららダイニング」

静岡県は、多彩で⾼品質な⾷と⾷文化を発信することを目的に、ガストロノミーツーリズムの静岡県ブランド「美味ららら」にちなんで、⾷を通じて地域を知り、歴
史・文化を紐解きながら⾷を味わう取組「美味らららダイニング」（ダイニングイベント）を開催します。

　静岡が誇る茶文化を体現するお茶専⾨の博物館「ふじのくに茶の都ミュージアム」を舞台に、ふじのくに⾷の都づくり仕事人でもあり、静岡を代表する和⾷料理人
2名が⼿を組み、「ふじのくにの新和⾷」をテーマとして、今の時代だからできるアイデアや技術を駆使した新しい和⾷に挑戦します。

イベント名 美味らららダイニング

⽇　程 2024年２⽉15⽇（木）15:40〜19:30

場　所 ふじのくに茶の都ミュージアム（島⽥市⾦⾕富⼠⾒町3053番地の２）

料　⾦ お⼀人様　27,500円（税込）

人　数  20名　※先着順

シェフ  ⼀木 敏哉（懐⽯いっ木/浜松市）、内海 亮（清游/静岡市）

ツアー内容 ふじのくに茶の都ミュージアム（施設⾒学、茶道体験ほか）、トップシェフによる１⽇限りのダイ
ニング

サイト 静岡県ガストロノミーツーリズム「美味ららら」
https://shizuoka-gastronomy.jp/topics/361

○当⽇取材について
　本取組の取材（撮影、インタビュー）をご希望の方は、以下の必要情報をPR事務局までメールにて、１⽉31⽇（水）までにご連絡をお願いします。
メール︓gt2022@hakuhodo.co.jp　
＜必要事項＞
御社名　御媒体名　ご担当者名　取材人数　カメラ有無　VTR⼜はスチール　台数　当⽇連絡が取れるお電話番号　ご要望（シェフ、主催者（静岡県）への
インタビュー、公式写真の提供など）
※会場の都合で５社様限定とさせていただきます。

https://shizuoka-gastronomy.jp/topics/361


提 供 日 2024/01/19

タイトル 静岡県障害者スポーツ応援隊が学校を訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

パラリンピアンの若山英史選手と山本篤選手（静岡県障害者スポーツ応援隊）が小学
校を訪問します！

　東京2020パラリンピックに出場した若山英史選手（車いすラグビー銅メダリスト）と山本篤選手（陸上走幅跳で日本記録を更新
し４位入賞）がそれぞれ学校を訪問し、講演会と実技指導を行います。

＜スケジュール＞
氏名 若山　英史　選手 山本　篤　選手

令和６年１月25日（木）　 令和６年１月25日（木）　 令和６年１月26日（金）
日時

10:20～12:00 13:20～15:00 9:10～10:50

場所
浜松市立新津小学校

(浜松市南区新橋町
777番地)

浜松市立追分小学校
（浜松市中区布橋一丁目

9-1）

菊川市立小笠東小学校
（菊川市川上1348番地の

２）
参加者
（予定）

4年生約127人
(特別支援級約7人含む）

4年生約22人
(特別支援級約2人含む）

4年生約35人
(特別支援級約5人含む）

内容 講演会、実技指導
主催者 静岡県、(公財)静岡県障害者スポーツ協会

※一部氏名公開不可の児童生徒がいるため、取材に当たっては、学校側の指示に従ってください。
◎若山　英史（わかやま　ひでふみ）選手
　・沼津市出身
　・静岡銀行所属
　・東京2020パラリンピック　車椅子ラグビー　銅メダル
◎山本　篤（やまもと　あつし）選手
　・掛川市出身
　・新日本住設株式会社所属
　・リオデジャネイロ2016パラリンピック　陸上走幅跳　銀メダル
　・東京2020パラリンピック　陸上走幅跳４位

障害者スポーツ応援隊とは？
　障害者スポーツの魅力を発信し、普及・振興を図り、スポーツを通じて障害のある方に対する理解を深め、共生社会の実現を目
指すため、パラリンピックに出場した本県関係選手を「静岡県障害者スポーツ応援隊」に任命し、障害者スポーツの普及啓発に係
る講演や実技指導に携わっていただいています。

○問い合わせ先
　（公財）静岡県障害者スポーツ協会　中野
　電話番号　054-221-0062
　メール　　s-spokyo@za.tnc.ne.jp

※取材に当たってのお願い
・悪天候等の影響により、事業が中止となる可能性があります。予め御了承下さい。

***************************************************************************
公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会では、会員を募集しています。皆様の会費は、障害者スポーツの普及・振興のため、様々
な活動に使われます。
会員の申込については、協会（054-221-0062）まで御連絡ください。

会員 賛助会員
区分

個人 団体 個人 団体
寄附金 大会協賛金

年会費等 １口
2,000円

１口
10,000円

１口
1,000円

１口
5,000円

1円以上 １口
100,000円

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2024/01/19

タイトル 令和６年能登半島地震被災者の県営住宅への入居

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局公営住宅課

連 絡 先 県営住宅管理班

TEL 054-221-3085

令和６年能登半島地震被災者の
県営住宅への入居について

１　概要

　令和６年能登半島地震の被災者から申し込みがあり、県営住宅１戸を１月20日か

ら提供することになりました。

２　対象者

　石川県輪島市在住　１世帯４名

　※本人の御意向により、本人への取材はお断りいたします。

３　提供住宅

　県営住宅（島田市内）　１戸

＜参考＞

　　市町でも市町営住宅の提供を行っており、袋井市で１戸の提供が決まりまし

　た。（令和６年１月19日時点）



提 供 日 2024/01/19

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第７報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨

  　令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、静岡県緊急消防援助
 隊を被災地に派遣し、救助活動等を行ってきたが、静岡県大隊については、今回の第７陣
 の派遣をもって活動終了となる。
　  なお、航空関連部隊は、消防庁からの要請に基づき、今後も派遣を継続していく。

２　派遣概要（令和６年１月19日　14時現在（速報値））

（1）緊急消防援助隊静岡県大隊（第７陣）　※第６陣までの派遣状況は別紙に記載
○日　　　時　 令和６年１月20日（土）12時出動（予定）
○派遣場所　 石川県珠洲市
○派 遣  隊　 32隊　112名
  　（内　訳）    指   揮   隊：１隊５名
                    後方支援隊：31隊107名
○活動内容　 静岡県大隊（第６陣）の活動支援

（2）航空指揮支援隊（第３陣）
○日　　　時　 令和６年１月21日（日）７時出動（予定）
○派遣場所　 富山空港
○派 遣  隊    静岡県消防防災航空隊　１隊３名
○活動内容　 現地航空隊に係る連絡調整等の指揮支援
○活動予定　 （第２陣までの派遣状況は別紙に記載）
　　１月21日　13:00　航空指揮支援隊（第２陣）と交代して活動開始予定

（3）航空後方支援小隊（第１～３陣）　※新規派遣
○日　　　時　 令和６年１月19日（金）４時出動（第１陣）
○派遣期間（予定）
　　　・第１陣　 令和６年１月19日（金）～１月22日（月）
　　　・第２陣　 令和６年１月22日（月）～１月25日（木）
　　　・第３陣　 令和６年１月25日（木）～１月28日（日）
○派遣場所　  小松空港
○派 遣  隊    静岡市消防局消防航空隊　１隊３名（第１陣～３陣）
○活動内容　  航空小隊等の活動支援等
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 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）
　　（※　支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 珠洲市 １月17日から
１月21日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

 第 ７ 陣  珠洲市  １ 月20 日 から
 １ 月21 日

112 人  第 ７ 陣静岡県大隊 　32 隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

 航空小隊
 第 ３ 陣

 石川県内  １ 月17 日 から １
 月19 日

 ６ 人  浜松市消防局  １ 隊

航空指揮支
援隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支
援隊
第２陣

富山空港 １月14日から １
 月17 日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

 航空指揮支
 援隊
 第 ３ 陣

 富山空港  １ 月21 日 から １
 月25 日
( 予定)

 ３ 人  静岡県消防防災航空隊 　 １ 隊

 航空後方支
 援小隊
 第 １ 陣

 小松空港  １ 月19 日 から １
 月22 日
( 予定)

 ３ 人  静岡市消防局  １ 隊

 航空後方支
 援小隊
 第 ２ 陣

 小松空港  １ 月22 日 から １
 月25 日
( 予定)

 ３ 人  静岡市消防局  １ 隊

 航空後方支
 援小隊
 第 ３ 陣

小松空港  １ 月25 日 から １
 月28 日
( 予定)

 ３ 人  静岡市消防局  １ 隊

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 ヘリコプター

特別機動捜査隊 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

 特別生活安全部隊
 （ 第 １ 次 ）

 石川県内  １ 月19 日 から １
 月28 日

 ３ 人  相談対応等

 広域緊急援助隊交
 通部隊
 （ 第 １ 次 ）

 石川県内  １ 月20 日 から １
 月25 日

24 人  交通流入規制 ・ 警戒活動

災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院



・聖隷浜松病院
第２次隊 能登医療圏

活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ８病院
・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ２病院
・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

第５次隊 　  輪島市保健
 医療福祉調
 整本部 、 輪
 島市 ・ 金沢市
 内 の 避難施
 設 ほか

１月17日から１
月21日

23人 ５病院
・三島総合病院
・富士市立中央病院
・静岡市立清水病院
・中東遠総合医療センター
・総合病院聖隷三方原病院

日本赤十字社
静岡県支部

第１班 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

第２班 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　浜松赤十字病院

 第 ３ 班  珠洲市保健
 医療福祉調
 整本部 ほか

 １ 月24 日 から １
 月26 日

 ６ 人  日本赤十字社 　 伊豆赤十字病院
 裾野赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム
（第１班）

珠洲市健康
増進センター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で構
成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
 医師 １ 名 、 看護師 ２ 名

 第 ２ 陣 1 月19 日 から １
 月21 日

 ３ 人  静岡県医師会
 医師 １ 名 、 看護師1 名 、 事務 １ 名

 第 ３ 陣

 能登総合病
 院 を 拠点 とし
 て 、 穴水町内
 にて 活動予
 定

1 月27 日 から １
 月29 日

 ６ 人  静岡県医師会
 医師 ２ 名 、 看護師 ２ 名 、 事務 ２ 名

災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊  能登医療圏
DPAT 活動拠
 点本部 ほか

１月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊  能登医療圏
DPAT 活動拠
 点本部 ほか

１月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊  能登医療圏
DPAT 活動拠
 点本部 ほか

１月12日から１
月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊  能登医療圏
DPAT 活動拠
 点本部 ほか

１月18日から１
月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

１月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
ドクターヘリ 石川県内

 １ 月17 日  １ 機  聖隷三方原病院 ドクターヘリ
災害支援ナース

第１陣 珠洲市ほか 1月12日から
15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第２陣 珠洲市ほか 1月15日から
18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

 第 ３ 陣  珠洲市 ほか 1 月18 日 から
21 日

 ６ 人  静岡県看護協会
 看護師 　 ６ 人

 第 ４ 陣  珠洲市 ほか 1 月21 日 から
24 日

 調整中  調整中

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣

能登地方 １月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第１陣  穴水町 、 輪
 島市 、 珠洲
 市 、 能登町

１月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１



台
 第 ２ 陣  穴水町 、 輪

 島市 、 珠洲
 市 、 能登町

 １ 月16 日 から １
 月20 日

 ３ 人  静岡県薬剤師会
 薬剤師 　 ３ 人
 モバイルファーマシー （ 移動調剤車 ）　 １
 台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日から１

月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日から１
月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日から１
月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

 第 ４ 陣  穴水町  １ 月21 日 から １
 月26 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

石川県内 １月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人
（うち県職員１名）

日本災害リハビリ
テーション支援チー
ム（JRAT）（第１陣）

石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・七尾
市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福祉
士、保育士、児童指導員、作業療法士、
相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日から１
月19日

３人 同上

 第 ５ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月18 日 から １
 月21 日

 ３ 人  同上

 第 ６ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月20 日 から １
 月23 日

 ３ 人  同上

 第 ７ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月22 日 から １
 月25 日

 ３ 人  同上

 第 ８ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月24 日 から １
 月27 日

 ３ 人  同上

 全国老施協災害派
 遣福祉 チーム
 （ 老施協DWAT ）

 特別養護老人
 ホーム 長寿園
 （ 珠洲市 ）

 １ 月17 日 から １
 月21 日

 静岡県老人福祉施設協議会
 介護職員 　 ２ 人 （（ 福 ） 慈恵会西島寮 ）

災害マネジメント支
援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から１
月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日から１
月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日から１
月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

第４陣 穴水町 １月16日か
ら１月22日

５人 県職員５人
総括支援員
・松浦隆典
支援員
・杉山徹、佐野豪人、東原洋規、
武士俣 海斗

 第 ５ 陣  穴水町  １ 月21 日 から １
 月29 日

 ５ 人  県職員 ４ 人
 総括支援員
 ・ 神村典浩
 支援員
 鈴木基寛 、 中井敬義 、 袴田充哉
 焼津市職員 １ 人

被災建築物の応急
危険度判定支援

第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日から１ ４人 建築士等の県職員判定士



月16日 市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣（県）  穴水町 １月17日から１
月18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、富
士市）

下水道管路被害の
調査

 第 １ 陣 中能登町 １月８日から１
月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、袋
井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

 第 ２ 陣  かほく 市  １ 月21 日 から １
 月28 日

 ２ 人  県職員 ２ 人

 第 ３ 陣  津幡町  １ 月21 日 から １
 月24 日

 ４ 人  県職員 ４ 人

漁港関係施設被害
の調査

石川県内漁
港

１月16日から１
月22日

２人 県職員２人

住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、西
伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小山
町　各２人）

 第 ３ 陣  穴水町  １ 月21 日 から
29 日

10 人  市町職員10 人 （ １ 月21 日 ～29 日 ）
 （ 三島市 、 菊川市 、 牧之原市 、
 長泉町 、 川根本町 　 各 ２ 名 ）

 り 災証明 の 交付
 （ 第 １ 陣 ）

 穴水町  １ 月21 日 から １
 月29 日

 ３ 人  市町職員 ３ 人 （ 掛川市 、 伊豆市 、 吉田町 ）

 避難所運営業務
 （ 第 １ 陣 ）

 穴水町  １ 月19 日 から １
 月26 日

17 人  県職員 ２ 人(1 月19 日 ～21 日 ）
 市町職員15 人 （ １ 月19 日 ～26 日 ）
 （ 沼津市 、 富士宮市 、 焼津市 、 御殿場市 、
 下田市 、 裾野市 、 湖西市 、 伊豆市 、 御前
 崎市 、 東伊豆町 、 清水町 、 吉田町 ）
 ３ 名/ 班 の ５ 班体制
 ・ 日中 ： ８ 時 ３０ 分 ～ ２０ 時 ３０ 分

 夜間 ： ２０ 時 ３０ 分 ～ 翌 ８ 時 ３０ 分
 ・ 穴水町職員 とペアとなり 業務 に 従事

トイレトラック等派遣
　

穴水町 １月９日から当
分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市
サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸
静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸 菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用して
いる。
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